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「眷属」とは、仏や菩薩な
ど信仰の対象となる主尊に
付き従う存在のこと。絵画
や彫刻では、主尊のまわり
にあらわされ、仏法を守護
したり、主尊のパワーを示
したりしています。
本展では、仏教美術の名
脇役ともいえる眷属たちの
個性豊かな姿や役割を、
昨年度の特集展示から内
容を大幅に拡大してご紹介
します。

◆会　期：2024年9月21日（土）〜11月24日（日）
◆休館日：月曜日（ただし、9月23日（月）、10月14日（月）、

11月4日（月）は開館）、9月24日（火）、10月15日（火）、
11月5日（火）

◆開館時間：10：00〜17：00（10月4日、11日、18日、25日は
　 　 〜 20：00）※ 最終入館受付は閉館30分前まで

◆入館料：一般 1,600円
◆問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム
　　　　　　　  TEL：075-351-2500
　　　　　　　  https://museum.ryukoku.ac.jp/

龍谷ミュージアム

大威徳明王像（部分）絹本着色
鎌倉時代　東京・霊雲寺

（展示期間：9月21日〜 10月20日）

※
題
字=

星
野
元
豊
・
第
9
代
学
長

龍谷大学校友会  公式SNS  SNSを通じて色々な情報を発信していき
ますので、是非ご登録をお願いします。

X（ 旧 Twitter）

～
ご
縁
め
ぐ
り
と
は
～

「
龍
谷
大
学 

校
友
ご
縁
め
ぐ
り
」は
、龍
谷
大
学
の
校
友

（
卒
業
生
）が
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
校
友
に
関
係
す
る

寺
院
を
知
り
、参
詣
す
る
こ
と
で
、龍
谷
大
学
が
育
ん
で
き

た
仏
教
の
学
び
に
再
び
触
れ
、
混
と
ん
と
す
る
社
会
の
な

か
で
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、え
が
た
い
、尊
い
い
の
ち
を

生
き
抜
く「
新
た
な
ご
縁
」が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

龍
谷
大
学
校
友
ご
縁
め
ぐ
り
に
協
力
い
た
だ
け
る
寺
院

等
の
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
随
時
更
新
し
ま
す
。

寺
院
を
参
詣
す
る
こ
と
で
、
気
づ
き
や
安
ら
ぎ
を
得
て

い
た
だ
き
、
新
た
な
ご
縁
を
つ
な
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
で
す
。

〜広がる校友ネットワーク〜
詳細は5面へ

　　「龍大川柳」 大募集！
　テーマは『龍大』

1、参加対象（部門） ①卒業生部門　②在学生部門
2、募集期間　2024年10月1日（火）～ 11月20日（水）
3、応募方法　募集開始時にホームページに掲載
4、賞　　品　大賞（1 名）：5 万円
　　　　　　         その他、各賞・副賞あり

〜次号にて結果発表（予定）〜

2024 年度煩悩とクリエイティビティ
■トークイベント　※ 同日、体験型イベントも開催予定
第 1 回：12 月 7 日（土）
ゲスト／ 松本紹圭氏（東京神谷町・光明寺僧侶）
第 2 回：  2 月 1 日（土）
ゲスト／渡邉康太郎氏（コンテクストデザイナー）

■ラジオ配信中　　　■詳細はこちらから　➡

「経営者の会」
の詳細・入会の
問い合わせはこ
ちらの QR コー
ドから

2024年度ホームカミングデー
学生模擬店チケット1,000円分
卒業生、同伴者全員に進呈

　　　◆ 10月 26日（土）瀬田キャンパス
　　　　　　受付　　　　　　10：00〜15：30
　　　　　　模擬店開店時間　10：30〜16：00
　　　◆ 11月3日（日・祝）　深草キャンパス
　　　　　　受付　　　　　　10：00〜15：30
　　　　　　模擬店開店時間　10：30〜16：00
　　　　　　龍谷賞贈呈式　　 11：00〜11：30（顕真館）
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龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2024年11月24日（日）まで

（同伴者1名を含め
無料でご入館いただけます）

4
月
26
日
、
京
都
駅
近
く

の
ホ
テ
ル
に
て
、
90
名
が
集

ま
り
設
立
し
ま
し
た
。

「
経
営
者
の
会
」は
、
経
営

の
任
に
あ
る
、
ま
た
そ
れ
に

準
ず
る
卒
業
生
同
士
が
親
交

を
深
め
、
助
け
あ
う
と
と
も

に
互
い
の
研
鑽
に
繋
げ
、
龍

谷
大
学
の
発
展
に
も
寄
与
で

き
る
組
織
を
目
指
し
て
い
ま

す
。当
日
は
、設
立
総
会
に
続

き
、
記
念
講
演
会
も
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
。

設
立
総
会
で
は
、
初
代
会

長
に
清
水
卓
智
さ
ん
（
80
年

法
卒
、
株
式
会
社
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所
前
代
表
取
締
役
社
長
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
は
、
本
学
卒

業
生
と
し
て
、「
あ
ら
た
め
て

仏
教
の
学
び
直
し
の
き
っ
か

け
に
」
と
い
う
会
員

の
ご
要
望
の
も
と
、

講
師
の
井
上 

見
淳

先
生
（
社
会
学
部
教

授
、
専
門
分
野
：
真

宗
学
な
ど
）
に 「
仏

教
は
、
な
に
か
役
に

立
つ
ん
で
す
か
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。学

生
時
代
に
必
修

科
目
で
あ
っ
た
「
仏

教
の
思
想
（
仏
教

学
）」を
、
今
な
ら
こ

ん
な
に
耳
を
傾
け
ら

れ
る
の
に
、
と
い
う

想
い
は
本
学
卒
業
生

の
共
通
項
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

そ
の
後
の
交
流
懇
親
会
で

は
、
世
代
や
業
種
を
超
え
た

交
流
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

様
々
な
業
界
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
経
営
者
の
皆
さ
ま
と

「
龍
谷
大
学
卒
業
生
」と
い
う

た
っ
た
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
活
動
し
て
い
け
る
こ
と
は

大
変
、心
強
い
こ
と
で
す
。

「
経
営
者
の
会
」は
、
日
本

国
内
だ
け
で
な
く
、
世
界
中

で
ご
活
躍
の
経
営
者
の
み
な

さ
ま
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

龍
谷
大
学
校
友
会

「
経
営
者
の
会
」設
立

～
幅
広
い
業
界
経
営
者
の
交
流
に
期
待
～

新
支
部
設
立
のご案

内

24
年
度
は
、「
経
営
者
の

会
」の
設
立
に
続
き
、12
月
に

「
静
岡
県
支
部
」、
25
年
2
月

に「
龍
谷
福
祉
の
会（
仮
称
）」

が
設
立
予
定
で
す
。

静
岡
県
支
部設

立
総
会

全
国
校
友
大
会
in
静
岡

つ
な
が
る
こ
と
で
、
新
し
い

も
の
が
生
ま
れ
て
い
く

〜
響
け
静
岡
の
音
〜

県
内
に
約
一
、二
〇
〇
名

の
卒
業
生
が
お
住
ま
い
、
ま

た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
静
岡

県
に
、
支
部
設
立
に
向
け
て

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。10
月
に
は
静
岡
県
在
住

の
皆
さ
ま
に
は
ご
案
内
が
郵

送
さ
れ
る
予
定
で
す
。詳
細

は
10
月
以
降
に
校
友
会
Ｈ
Ｐ

で
ご
案
内
し
て
い
き
ま
す
。

【
日
時
】

24
年
12
月
21
日
（
土
）

14
時
～
19
時
（
予
定
）

【
場
所
】

ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡

 （
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
徒
歩
1
分
）

《
第
１
部
》

静
岡
県
支
部
設
立
総
会 

《
第
２
部
》

静
岡
県
支
部
設
立
記
念
講
演
会

　
「
龍
谷
大
学
心
の
講
座
」

講
師
：
入
澤 
崇
氏

　
　
　
（
龍
谷
大
学
学
長
）

　
　
　

高
田 

都
耶
子
氏

　
　
　
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

《
第
３
部
》

静
岡
県
支
部
設
立
記
念
祝
賀

会
＆
全
国
校
友
大
会
in
静
岡

福
祉
支
部

（
通
称「
龍
谷
福
祉
の
会
」）

「
設
立
総
会
・
記
念
講
演
会
」

＆
「
祝
賀
会
」

保
育
・
福
祉
・
介
護
に
従

事
・
活
動
す
る
校
友
の
会
で

す
。建
学
の
精
神
を
学
び
、現

場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
多
く

の
卒
業
生
の「
よ
り
ど
こ
ろ
」

と
し
て
、会
員
相
互
の
親
睦
・

交
流
、研
修
、在
学
生
へ
の
支

援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
日
時
】

25
年
2
月
23
日
（
日
・
祝
）

【
場
所
】

龍
谷
大
学
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

新支部設立のご案内および上記の詳細は
こちらのQRコードから ➡

卒業生が 2024 パリオリンピック、
パラリンピックに出場！

し
て
こ
ら
れ
た
福
留
さ
ん
。
有
言
実
行
で

こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
か
ら
は
イ
タ
リ
ア
リ
ー
グ「
セ
リ

エ
Ａ
」へ
移
籍
さ
れ
る
福
留
選
手
。
今
後
、

海
外
で
さ
ら
に
技
術
に
磨
き
を
か
け
ら

れ
、4
年
後
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
も
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
パ
リ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

東
京
大
会
に
続
き
2
大
会
連
続
出
場
の

車
い
す
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
藤
田
道
宣
選
手

（
10
年
文
卒
、
22
年
度
龍
谷
奨
励
賞
受

賞
）が
選
出
。

東
京
大
会
後
も
海
外
試
合
な
ど
で
活

躍
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
藤
田
選

手
の
ご
活
躍
は
あ
ら
た
め
て
次
号
で
ご

報
告
予
定
で
す
。

卒
業
生
が
２
名
も
出
場
さ
れ
た

２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
次
に
続
く
選
手
に
と
、
現
役
生
も
各

分
野
で
が
ん
ば
って
く
れ
て
い
ま
す
。

秋季特別展「眷
けん

属
ぞく

」

福留選手報告会（深草キャンパスにて）

藤田選手壮行会（龍谷大学付属平安高校にて）

求ム！

校友会HP

女
子
バ
レ
ー
福
留
慧
美
選
手（
20
年

経
済
卒
）が
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
４
に
リ
ベロ
で
出
場
。
決
し
て
あ

き
ら
め
ず
、
ひ
た
む
き
に
何
度
も
何
度

も
窮
地
を
救
い
続
け
た
福
留
選
手
の
姿

勢
に
、
応
援
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
入
り
が
決
ま
り
、

パ
リ
に
出
発
す
る
直
前
の
時
間
が
な
い
中

で
し
た
が
、
大
学
と
校
友
会
と
で
急
遽
、

オ
ン
ラ
イ
ン
壮
行
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

入
澤
学
長
、赤
松
会
長
を
は
じ
め
、福

留
選
手
に
縁
の
あ
る
方
々
と
現
役
の
女

子
バ
レ
ー
部
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
応
援

団
員
か
ら
エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
こ
と
へ

の
御
礼
を
伝
え
た
い
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
後
、
早
々
に
大
学
を
訪
問
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

校
友
会
報 　

96「
校
友
最
前
線
」で
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
も
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
を
視
野
に
、
大
変
な
努
力
を

No.
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校友最前線

プロフィール
管理栄養士、
未病栄養コンサルタント。
大阪府出身。4回生で管理
栄養士国家試験合格。
管理栄養士の資格を有しな
がら、いわゆる「栄養士」
という仕事ではなく「栄養
素」の重要性を説き、伝え
ることを仕事とし、追及さ
れています。

今
い ま

村
む ら

  日
ひ

向
な

子
こ

さん
（19年農卒）

病
気
の
予
防
・
治
癒
に
は

「
分
子
栄
養
学
」も
選
択
肢
の
ひ
と
つ

栄
養
学
と
い
う
分
野
は
、
ど
ん
な
人
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
裾
野
が
広
い
世
界
で
す
。

管
理
栄
養
士
は
自
分
で
分
野
を
制
限
し
な
い
で
、
幅
広
く
挑
戦
し
活
躍
で
き
る
仕
事
で
す
。

校
友
総
会
＆
交
流
会  

5 月 21 日、創立記念・親鸞聖人降誕会の日に深草キャ
ンパス顕真館において龍谷大学校友会贈呈式が執り行わ
れました。

第
24
回  

校
友
会
賞
受
賞
者

課
外
活
動
な
ど
で
顕
著
な
成
績
を
上
げ
、
母
校
発
展
の
気
運

を
盛
り
上
げ
た
学
生
（
在
学
生
）
に
対
し
て
、
そ
の
功
績
を

称
え
、
表
彰
し
て
い
ま
す
（
学
年
は
23
年
度
）。

個
人

岡 

明
澄
（
先
端
理
工
学
部 

4
年
）

液
晶
を
専
門
と
す
る
研
究

に
お
い
て
、修
士
以
下
の
学
生

を
対
象
と
す
る
国
内
学
会
、

30
歳
以
下
の
若
手
研
究
者
を

対
象
と
す
る
国
際
学
会
の
2

つ
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

個
人

神
谷 

鈴
（
文
学
部 

3
年
）

学
友
会
体
育
局
柔
道
部
所
属

フ
ラ
ン
ス
ジ
ュ
ニ
ア
国
際

大
会
、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
大
会
と
２
つ
の
国
際
大
会

で
優
勝
と
い
う
快
挙
を
達
成

し
、
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京

２
０
２
３（
国
際
大
会
）女
子

52
㎏
級
で
日
本
代
表
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

団
体
　
吹
奏
楽
部
（
4
名
）

学
友
会
学
術
文
化
局

（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）

第
47
回
全
日
本
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
（
大
学
の

部
）に
お
い
て
、高
い
個
人
技

術
に
加
え
、
豊
か
な
音
楽
性

と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
力
が
要
求

さ
れ
る
難
易
度
の
高
い
サ
ク

ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏
で
金
賞
受

賞
し
、第
71
回 

全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル（
大
学
の
部
）

で
の
金
賞
受
賞
に
も
貢
献
し

ま
し
た
。

6
月
8
日
、
24
年
度
校
友

総
会
＆
交
流
会
を
深
草
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

校
友
総
会
で
は
、
赤
松
校

友
会
長
の
ご
挨
拶
に
続
き
、

議
長
に
荒
川
副
会
長
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。菅
谷
事
業
部

会
長
が
23
年
度
の
報
告
と
24

年
度
の
校
友
会
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
成
松
総
務
部
会
長

が
23
年
度
決
算
と
24
年
度
予

算
に
つ
い
て
、泉
広
報
部
会
長

が「
ご
縁
め
ぐ
り
」な
ど
の
新

し
く
始
ま
っ
た
広
報
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
22
号
館
地
下
食

堂
に
移
動
し
て
交
流
会
を
開

催
。交
流
会
で
は
、
各
自
ト

レ
ー
を
も
っ
て
並
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。学
食
の
懐
か

し
の
メ
ニ
ュ
ー
や
見
た
こ
と
の

な
い
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
に
卒

業
生
も
同
伴
さ
れ
た
ご
家
族

も
大
盛
り
上
が
り
。

食
事
の
前
に
龍
谷
大
学
農

学
部
と
近
江
麦
酒
株
式
会

社
、
大
津
市
上
田

上
地
区
が
連
携
し

て
開
発
し
た
『
菜

の
花
エ
ー
ル
ビ
ー

ル
』
で
乾
杯
。「
学

食
を
食
べ
な
が
ら

ビ
ー
ル
が
飲
め
る

の
は
校
友
会
イ
ベ

ン
ト
な
ら
で
は
！
」

と
、
笑
い
声
が
各

テ
ー
ブ
ル
か
ら
こ

ぼ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
会
場
で

は
フ
ル
ー
ツ
や
デ

ザ
ー
ト
と
と
も

に
、
校
友
の
お
店

か
ら
取
り
寄
せ
た

各
種
ス
イ
ー
ツ
も

大
好
評
。

交
流
会
中
盤
か

ら
は
、
学
生
団
体

「
♯
ツ
ナ
ガ
ル
ア

ク
リ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
開
発
し

た
「
交
流
ツ
ー
ル
」

を
使
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
実
施
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

学
生
さ
ん
た
ち
か
ら
、コ
ロ
ナ

の
収
束
に
よ
り
大
量
廃
棄
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
「
感
染
防

止
ア
ク
リ
ル
ボ
ー
ド
」
再
利

用
に
着
目
し
て
開
発
し
た

「
レ
コ
リ
ル
」
と
い
う
交
流

ツ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
、ス
マ
ホ
に
か
ざ
す
と
動

画
ペ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
「
レ
コ

リ
ル
」
で
簡
単
な
動
画
編
集

な
ど
を
学
び
な
が
ら
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
、「
学

食
が
懐
か
し
く
、
か
わ
ら
ず

美
味
し
か
っ
た
」、「
現
役
生
の

皆
さ
ん
が
こ
ん
な
素
晴
ら
し

い
発
想
で
活
動
を
し
て
い
る

こ
と
が
ま
ぶ
し
く
誇
ら
し
く

感
じ
た
」「
知
ら
な
か
っ
た
人

と
も
楽
し
く
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
を
い

た
だ
き
、和
や
か
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け

ま
し
た
。

ご
家
族
で
学
食
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た

学
食
＆
ビ
ー
ル

学
生
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら

交
流
ツ
ー
ル
「
レ
コ
リ
ル
」

〜
学
食
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
〜

校
友
の
著
書

『
サ
ク
ッ
と
う
か
る
社
会
福
祉

法
人
経
営
実
務
検
定
試
験
』

桑
原
知
之
（
92
年
法
院
了
）

【
入
門
】

Ａ
５
版

176
頁
ネ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
出
版

1
，６
０
０
円
＋
税

23
年
8
月
20
日
発
行

ISBN 978-4781003528

『
橡

つ
る
ば
みと
石
垣
』

大
辻
隆
弘
（
85
年
文
院
了
）

四
六
変
形
判

256
頁
砂
小
屋
書
房

３
，０
０
０
円
＋
税

24
年
4
月
14
日
発
行

ISBN 978-4790418856

【
会
計
1
級
】

Ａ
５
版
464
頁
ネ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
出
版

３
，２
０
０
円
＋
税

22
年
10
月
10
日
発
行

ISBN 978-4781003290

◆
な
ぜ
農
学
部
へ

大
学
受
験
で
進
路
を
決
め

る
に
あ
た
り
、世
の
中
の
医
療

は
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
る

の
に
、な
ぜ
治
ら
な
い
病
気
や

難
病
が
あ
る
の
か
が
不
思
議

に
感
じ
て
い
た
こ
と
が
学
部

選
択
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。医

学
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た

が
、医
者
と
し
て
一
人
前
に
な

る
に
は
時
間
が
か
か
り
、ま
た

治
療
よ
り
も
予
防
が
大
切
な

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
し
た

か
ら
自
分
が
目
指
し
た
い
も

の
は「
治
療
・
薬
学
」よ
り
も

「
予
防
・
栄
養
」と
い
う
分
野

だ
と
の
思
い
に
至
り
ま
し
た
。

複
数
の
大
学
を
受
験
し
他
大

学
の
管
理
栄
養
学
部
に
も
合

格
し
て
い
ま
し
た
が
「
農
学

部
卒
業
」と
い
う
ほ
う
が
か
っ

こ
い
い
か
な
と
思
い
当
時
新

設
し
た
ば
か
り
の
龍
谷
大
学

農
学
部
を
選
び
ま
し
た
。

農
学
部
と
い
う
と
、一
般
的

に
は
農
業
や
作
物
の
研
究
が

中
心
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
龍
谷
大
学
の
農
学
部
食

品
栄
養
学
科
は
、
研
究
ば
か

り
で
は
な
く
食
を
通
し
て
い

の
ち
の
循
環
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
学
び
の
根
本
に
あ
る

こ
と
も
興
味
を
持
っ
た
理
由

の
ひ
と
つ
で
す
。

◆
充
実
し
て
い
た
学
生
生
活

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
大
変
で

し
た
が
、
管
理
栄
養
士
国
家

試
験
は
合
格
率

100
％
を
め
ざ

す
龍
大
農
学
部
。そ
の
分
、す

ご
く
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

実
習
で
は
農
学
部
な
ら
で

は
の
行
事
、
例
え
ば
田
植
え

は
と
て
も
思
い
出
に
残
っ
て

い
ま
す
。学
長
も
一
緒
に
麦
藁

帽
子
を
か
ぶ
っ
て（
笑
）。

実
家
は
自
分
に
と
っ
て
い

ち
ば
ん
落
ち
着
く
場
所
で
し

た
か
ら
、
遠
く
て
も
2
時
間

か
け
て
通
っ
て
い
ま
し
た
。勉

強
、サ
ー
ク
ル
、ア
ル
バ
イ
ト
、

い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
の
日
々

だ
っ
た
け
れ
ど
、と
て
も
充
実

し
た
学
生
生
活
で
し
た
。

◆
自
分
の
仕
事
を
探
す
日
々

卒
業
後
は
、
管
理
栄
養
士

と
し
て
で
は
な
く
、「
食
品
を

購
入
す
る
行
動
学
」
の
方
に

興
味
を
持
ち
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
な

ど
を
扱
う
会
社
へ
就
職
。商

品
管
理
部
門
で
働
き
だ
し
ま

し
た
が
、間
も
な
く
コ
ロ
ナ
禍

に
。
そ
の
影
響
で
扱
う
商
品

が
ご
ろ
っ
と
変
わ
り
、
世
の

中
の
動
き
や
食
行
動
に
違
和

感
を
感
じ
、
健
康
を
考
え
る

仕
事
を
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー

ナ
ー
に
転
職
し
ま
し
た
。「
健

康
の
追
求
」を
し
た
い
と
い
う

思
い
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー

ナ
ー
を
始
め
た
の
で
す
が
、

「
た
だ
痩
せ
た
い
」
と
い
う

人
々
の
要
望
の
中
で
、こ
こ
で

も
違
和
感
を
感
じ
る
こ
と

に
。
そ
ん
な
時
に
「
分
子
栄

養
学
」に
出
会
い
、
自
分
が
学

生
時
代
に
勉
強
し
て
い
た
こ

と
、
そ
の
後
、
仕
事
を
し
て
い

く
中
で
模
索
し
て
い
た
こ
と

が「
分
子
栄
養
学
」に
出
会
っ

て「
こ
れ
だ
」と
感
じ
て
、そ
こ

か
ら
猛
烈
に
勉
強
を
始
め
た

の
で
す
。一
つ
一
つ
の
細
胞
か

ら
変
え
て
い
く
と
い
う
考
え

方
に
興
味
を
持
ち
、
未
病
と

い
う
分
野
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
。そ
ん
な
思
い
を
強
く
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
今
の
仕
事
と
今
後
の
夢

現
在
は
、
歯
科
医
で
分
子

栄
養
学
を
も
と
に
し
た
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。「
な
ぜ
歯
科
で
栄
養

学
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
？
」

と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、院
長
先
生
も「
分
子
栄

養
学
」を
学
ば
れ
て
お
り
、
単

に
虫
歯
を
治
す
だ
け
で
は
な

く
、
人
の
病
気
な
ど
の
治
癒

に
は
栄
養
学
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
で
、
栄
養
素

を
考
え
、
食
事
な
ど
の
意
識

が
変
わ
る
と
治
療
が
変
わ
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え

て
い
ま
す
。

今
後
は
栄
養
素
の
重
要
性

を
い
ろ
ん
な
方
に
広
め
て
い

く
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
身
近

な
人
か
ら
始
め
て
み
よ
う

と
。結
婚
し
て
か
ら
パ
ー
ト

ナ
ー
も
ニ
キ
ビ
が
改
善
さ
れ

ま
し
た
。食
事
の
と
り
方
の

重
要
性
を
互
い
に
実
感
し
て

い
る
日
々
で
す
。

自
分
自
身
、
あ
る
い
は
ま

わ
り
の
方
が
病
気
に
な
っ
た

時
、
医
療
や
薬
の
治
療
と
共

に
、
選
択
肢
の
一つ
と
し
て
栄

養
学
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。栄
養
学
を
広
め
る
こ
と

で
、
人
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い

け
ば
、
現
代
や
未
来
に
懸
念

さ
れ
て
い
る
「
医
療
費
問
題
」

に
つ
い
て
も
課
題
解
決
の
ひ

と
つ
に
な
る
の
で
は
と
い
う
こ

と
に
も
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

学生時代の思い出、ハワイ大学への短期留学修了式
真ん中が今村さん
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地歌箏曲奏者

菊
き く

央
お う

  雄
ゆ う

司
じ

さん
　　　　（99年経済卒）

邦
楽
を
演
奏
す
る
楽
し
み
と
、

伝
統
を
探
究
す
る
楽
し
み
。

プロフィール
人間国宝菊原初子の後継者、地
歌演奏家菊原光治の演奏に感銘
を受け 12 歳で師に入門、後に
「菊央」の称号を授かる。上方
胡弓を菊津木昭に師事。平家琵
琶を今井勉に師事。
以後、地歌三味線などの伝統を
継承しながらも現代邦楽や新し
いスタイルでの演奏などの活動
に携わる。23 年「芸術選奨文
部科学大臣新人賞」受賞

楽
器
と
の
出
会
い

小
学
校
の
頃
は
フ
ル
ー
ト

を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
五

線
譜
が
読
め
ず
、
耳
で
コ

ピ
ー
し
た
り
し
て
お
稽
古
に

通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

を
指
摘
さ
れ
自
分
に
は
続
け

る
の
は
、
む
ず
か
し
い
と
考

え
ま
し
た
。

父
親
に
五
線
譜
を
使
わ
な

い
横
笛
の
道
に
進
み
た
い
と

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
の

音
階
で
あ
る
五
音
階
の
勉
強

を
す
る
な
ら
お
琴
の
先
生
が

良
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
菊
原
光
治
師
の
稽
古
場

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。そ
の
時
に
聴
い
た
三

味
線
の「
ビ
ー
ン
」と
い
う
サ

ワ
リ
の
音
が
何
と
も
言
え
ず

心
地
よ
く
「
い
っ
た
い
何
な

ん
だ
？
」
と
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
こ
れ
が
三
味
線
を
始

め
よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
で

入
門
し
ま
し
た
。
父
は
私
の

将
来
は
、
職
人
の
よ
う
な
手

に
職
を
付
け
る
か
、
舞
台
で

演
奏
す
る
仕
事
に
つ
い
た
方

が
良
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
宝
塚
で
照
明

の
仕
事
を
し
て
い
た
父
か
ら

す
れ
ば
、
ラ
イ
ト
が
あ
た
る

側
に
子
ど
も
を
立
た
せ
た

か
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。よ

く
長
年
稽
古
を
続
け
さ
せ
て

く
れ
た
こ
と
だ
な
あ
と
、
今

は
父
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

伝
統
芸
能
を
し
て
い
る
周

り
の
人
々
は
、
代
々
尺
八
を

し
て
い
る
と
か
、
伝
統
の
あ

る
家
庭
で
育
っ
た
人
が
多
い

で
す
。
六
歳
の
六
月
六
日
の

稽
古
始
め
の
日
か
ら
、
お
稽

古
を
始
め
る
と
い
っ
た
家
柄

の
方
ば
か
り
で
、
私
が
三
味

線
を
始
め
た
の
は
12
歳
で
す

か
ら
当
然
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
は
あ
り
ま
し
た
。

修
業
を
重
ね
た
龍
大
時
代

龍
大
の
邦
楽
部
の
先
生
が

人
格
者
で
指
導
力
も
あ
る
方

で
し
た
。
大
学
に
入
る
前
頃

か
ら
お
琴
も
弾
け
る
よ
う
に

な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
、
師
匠
が

私
の
た
め
に
頭
を
下
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で

お
琴
は
初
歩
か
ら
習
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
学
で
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
先
生
の

ご
自
宅
に
お
邪
魔
し
て
お
稽

古
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

師
匠
の
も
と
に
は
通
い
で

修
業
し
て
い
ま
し
た
。通
い

と
言
っ
て
も
、
朝
に
師
匠
宅

に
入
り
、
師
匠
が
就
寝
す
る

ま
で
ず
っ
と
お
宅
に
い
て
修

業
す
る
毎
日
で
し
た
。

厳
し
い
世
界
を
実
感

そ
の
後
師
匠
と
共
に
演
奏

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
若

造
で
す
が
、
逆
に
若
く
て
フ

レ
ッ
シ
ュ
だ
と
お
仕
事
も
い

た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
30
代
に
な
っ

て
独
り
立
ち
を
許
さ
れ
る

と
、
師
匠
か
ら
仕
事
が
ま

わ
っ
て
く
る
こ
と
は
な
く
な

り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
結
婚
を

し
た
頃
に
、
徐
々
に
仕
事
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
知
人
の

伝
手
を
頼
り
に
仕
事
を
い
た

だ
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
本

当
に
厳
し
い
世
界
で
す
。こ

の
世
界
で
生
き
て
い
く
の
を

諦
め
る
か
悩
ん
で
い
る
と
、

そ
う
い
う
時
に
不
思
議
な
こ

と
に
、
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。
ま
た
仕

事
が
減
る
と
別
の
賞
を
受
賞

す
る
。
そ
ん
な
こ
と
の
繰
り

返
し
で
し
た
。

息
子
が
二
人
い
ま
す
が
、

厳
し
い
世
界
で
す
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
も
勧
め
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

人
が
や
り
た
い
と
い
う
の
な

ら
別
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
世
界
の
周
り
の
人
々

は
た
い
が
い
家
系
で
あ
っ
た

り
、
藝
大
な
ど
で
勉
強
し
て

こ
れ
を
仕
事
と
し
て
い
る
方

ば
か
り
で
す
。

世
間
一
般
で
は
仕
事
の
息

抜
き
に
趣
味
を
お
持
ち
の
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
で
も

私
は
趣
味
が
そ
の
ま
ま
仕

事
。
で
す
か
ら
演
奏
す
る
こ

と
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な

い
。
ず
っ
と
演
奏
し
て
い
た

い
の
で
リ
サ
イ
タ
ル
な
ど
仕

事
が
目
の
前
に
せ
ま
っ
て
も

格
段
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

下
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。

ひ
と
り
で
音
を
聴
く
、
身
体

に
音
を
取
り
込
む

実
は
人
前
や
舞
台
で
演
奏

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
好
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
緊
張
も
し

ま
す
が
、そ
れ
よ
り
も
、き
ち

ん
と
曲
が
演
奏
で
き
て
い
る

の
か
ど
う
か
が
気
に
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
稽
古
場
な

ど
で
一
人
で
音
に
向
き
あ

い
、
楽
器
と
向
き
あ
う
時
間

の
ほ
う
が
好
き
で
す
ね
。誰

も
い
な
い
と
こ
ろ
で
ひ
と
り

三
味
線
を
弾
き
「
こ
れ
は
い

い
な
」
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
時
間
が
好
き
で
す
。
そ

う
感
じ
な
が
ら
人
生
を
終
え

た
い
と
思
う
ほ
ど
で
す
。

よ
く
人
か
ら
言
わ
れ
る
の

で
す
が
、
私
は
演
奏
す
る
時

に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
そ
う
で
す
。
睫
毛

が
長
い
で
す
し
そ
う
見
え
る

の
で
し
ょ
う
が
、
耳
を
研
ぎ

澄
ま
し
て
し
っ
か
り
音
を
聴

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
琴
三
味

線
は
琵
琶
法
師
と
呼
ば
れ
る

盲
目
の
法
師
が
演
奏
し
て
い

た
も
の
で
、
そ
の
特
殊
な
能

力
は
、
こ
の
世
で
は
な
い
世

界
と
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ほ

ど
楽
曲
を
耳
で
聴
き
伝
え
る

こ
と
は
簡
単
に
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
味
線
は
琵
琶
と
違
っ

て
、棹さ

お（
ギ
タ
ー
で
い
う
ネ
ッ

ク
）の
部
分
に
仕
切
り（
フ

レ
ッ
ト
）が
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
演
奏
の
自
由
度
は
増
し

ま
す
。
そ
の
分
音
を
聴
き
、

身
体
に
取
り
込
む
こ
と
が
必

要
で
す
。
ど
れ
だ
け
自
分
の

音
と
し
て
取
り
込
ん
で
い
る

か
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

邦
楽
の
こ
れ
か
ら

近
年
は
邦
楽
の
演
奏
も
洋

楽
と
コ
ラ
ボ
す
る
な
ど
新
し

い
取
り
組
み
に
眼
が
向
け
ら

れ
が
ち
で
す
。
私
も
そ
う
い

う
演
奏
を
す
る
機
会
が
あ
り

ま
す
が
、
古
い
伝
統
の
あ
る

も
の
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
が

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
こ

ろ
で
す
。
確
か
に
毛
色
の
違

う
新
し
い
も
の
が
で
き
あ
が

る
と
い
う
面
白
さ
は
あ
る
の

で
す
が
、
そ
れ
ば
か
り
し
て

い
る
と
結
局
な
に
も
の
で
も

な
く
な
る
。
わ
ざ
わ
ざ
和
楽

器
を
使
わ
な
く
て
も
、
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
し

い
世
界
に
挑
戦
す
る
必
要
は

あ
る
と
感
じ
て
は
い
ま
す

が
、
本
来
あ
る
べ
き
伝
統
を

ど
う
残
す
か
が
課
題
で
す
。

昨
年
、「
芸
術
選
奨
文
部
科

学
大
臣
新
人
賞
」
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
ひ
と

り
で
は
な
く
、
周
り
の
方
々

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
る

も
の
で
す
。
今
後
の
目
標
で

す
が
、
三
味
線
が
で
き
た
当

時（
江
戸
期
）の
三
味
線
組
歌

全
曲（
32
曲
）を
リ
サ
イ
タ
ル

で
演
奏
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
誰
も
演
奏

し
な
く
な
っ
た
も
の
を
演
奏

を
す
る
と
い
う
作
業
は
、
芸

術
と
い
う
よ
り
研
究
・
探
究

の
域
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。伝

統
を
廃
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
残
し
た
い
。
こ
の
32
曲

を
自
分
の
身
体
に
入
れ
る
と

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
自
分

に
し
か
見
え
な
い
世
界
を
見

て
み
た
い
。
全
32
曲
を
身
体

に
入
れ
て
演
奏
し
た
人
に
し

か
見
え
な
い
世
界
。
ま
だ
ま

だ
大
変
な
道
の
り
で
す
が
、

私
は
こ
の
演
奏
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

校
友
会
は
、
本
学
開
学
380
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
19
年
度
に
学
生
の
皆
様
に
対
し
て
校
友
会
海
外
留
学
奨
励
金
」

と
し
て
本
学
に
1
年
一
千
万
円（
5
年
間
で
合
計
五
千
万
円
）の
寄
付
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
奨
励
金
で
留
学
や
海
外
研
修

に
参
加
さ
れ
た
学
生
は
210
名
に
の
ぼ
り
ま
す（
24
年
7
月
現
在
）。
こ
の
奨
励
金
を
利
用
さ
れ
て
ベ
ト
ナ
ム
の
海
外
研
修
に
参

加
さ
れ
た
松
浪
さ
ん
に
、赤
松
校
友
会
長
に
ご
同
席
い
た
だ
き
、海
外
研
修
で
の
体
験
に
つ
い
て
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

�

（
松
浪 

愛
音
さ
ん　
国
際
学
部
3
回
生
）

「
校
友
会
海
外
留
学
サ
ポ
ー
ト
奨
励
金
」を
利
用
し
て

海
外
研
修
に
参
加
し
た
学
生
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

ま
ず
、こ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

て
海
外
研
修
に
参
加
さ
れ
た

際
の
成
果
を
松
浪
さ
ん
よ
り

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
浪　
高
校
時
代
は
コ
ロ
ナ

禍
に
加
え
、
部
活
中
心
の
生

活
で
、
留
学
や
海
外
研
修
へ

の
参
加
に
つ
い
て
考
え
る
余

裕
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
伯

母
が
20
年
以
上
ア
メ
リ
カ
で

働
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
影

響
か
ら
語
学
や
海
外
研
修
へ

の
参
加
に
関
心
を
持
ち
、
勉

強
が
で
き
る
環
境
に
自
分
を

置
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

龍
谷
大
学
に
進
学
を
決
め

た
理
由
も
そ
こ
に
あ
り
、
事

前
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
Ｒ
Ｉ
（Ryukoku Inter-

cultural

）Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ

留
学
と
い
う
制
度
が
あ
る

こ
と
や
、
国
際
学
部
で
は
海

外
で
様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
経
験
が
で
き
る
授
業

が
あ
る
こ
と
も
調
べ
て
い
ま

し
た
。

今
回
海
外
研
修
先
と
し
て

ベ
ト
ナ
ム
を
選
ん
だ
理
由

は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
も

特
に
成
長
速
度
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
や
、
自
分
自
身
が
海

外
駐
在
の
仕
事
に
興
味
が
あ

り
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
考

え
か
ら
で
す
。

現
地
で
は
日
系
企
業
の
訪

問
や
、
ハ
ノ
イ
大
学
を
は
じ

め
と
す
る
現
地
大
学
生
と
の

交
流
、
さ
ら
に
は
生
活
や
文

化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
言
語
に
つ
い
て
も
、
日

常
の
挨
拶
や
簡
単
な
や
り
取

り
か
ら
学
び
、
苦
労
は
あ
り

ま
し
た
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
は
で
き

ま
し
た
。
他
人
を
頼
り
、
助

け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

分
の
で
き
る
こ
と
が
数
倍
に

膨
ら
み
、
行
動
を
共
に
す
る

こ
と
で
相
手
の
国
民
性
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、

相
手
の
文
化
に
興
味
を
持
つ

こ
と
が
相
手
に
歩
み
寄
る
こ

と
に
な
る
の
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。
完
璧
で
な
く
て
も
、

1
フ
レ
ー
ズ
で
も
い
い
か
ら

話
し
か
け
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
す
ご
く
成

長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
12
日
間
を
共
に
し
た

仲
間
と
の
交
流
は
現
在
も
続

い
て
い
ま
す
。

今
後
は
も
っ
と
話
す
力
を

付
け
た
い
で
す
。
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
能
力
で
す
ね
。
ど
こ
に

滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て

も
、
日
本
ほ
ど
イ
ン
フ
ラ
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
国
で
も

し
っ
か
り
対
応
で
き
る
能
力

を
持
つ
こ
と
が
目
標
で
す
。

ど
の
よ
う
な
場
面
で
も
地
に

足
を
つ
け
て
立
て
る
よ
う
に

し
て
い
た
い
で
す
。

赤
松　

国
際
学
部
が
深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
る
際
に
二

つ
の
学
科
が
で
き
ま
し
た
。

国
際
文
化
学
科
は
多
様
な
他

者
を
つ
な
ぐ
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
学
科
は
日
本
で
い

ち
ば
ん
勉
強
す
る
学
科
を
目

指
し
て
、
学
生
も
教
員
も
一

緒
に
ス
ト
イ
ッ
ク
で
ハ
ー
ド

な
授
業
や
課
題
に
取
り
組

み
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
多

く
の
こ
と
に
挑
戦
す
る
4
年

間
を
過
ご
さ
れ
ま
す
。
海
外

へ
留
学
す
る
学
生
、
ま
た
本

学
へ
留
学
し
て
く
る
学
生
も

千
人
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
そ
れ
を
支

え
る
制
度
の
ひ
と
つ
で
す
。

松
浪　
今
回
の
海
外
研
修
で

も
、
支
え
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ま
た
他
の
国
・
地

域
か
ら
の
留
学
生
も
数
多

く
、
一
緒
に
過
ご
し
た
経
験

は
今
後
も
活
か
せ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

赤
松　
そ
う
い
う
交
流
の
中

で
、
今
後
日
本
の
文
化
を
紹

介
す
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
か
。

松
浪　
日
本
語
を
紹
介
し
た

い
で
す
ね
。
他
言
語
に
比
べ

て
、
文
字
や
活
用
、
慣
用
表

現
や
敬
語
表
現
な
ど
は
全
く

違
い
ま
す
。
文
字
も
ひ
ら
が

な
や
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
も
使

い
ま
す
。
で
も
Ｓ
Ｖ
Ｏ
が
少

し
く
ら
い
違
っ
て
も
、
初
対

面
で
も
話
が
通
じ
ま
す
。

赤
松　
日
本
は
70
年
の
大
阪

万
博
以
降
、
語
学
学
校
が
増

え
ま
し
た
。
英
語
だ
け
で
な

く
日
本
語
学
校
も
。
松
浪
さ

ん
は
来
年
度
か
ら
ア
メ
リ
カ

に
交
換
留
学
も
決
ま
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
日
本

の
魅
力
、
龍
谷
大
学
の
魅
力

を
伝
え
て
欲
し
い
で
す
ね
。

松
浪　
ベ
ト
ナ
ム
は
日
本
ほ

ど
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
国
で
し
た
。
ア
メ
リ

カ
は
そ
う
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況

で
も
飛
び
込
ん
で
馴
染
む
の

も
お
も
し
ろ
い
か
な
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
今
回

ジ
ェ
ト
ロ
や
㈱
三
菱
総
合
研

究
所
な
ど
複
数
の
現
地
法
人

に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
し
た
こ
と
で
度

胸
も
つ
き
ま
し
た
。

赤
松　
今
後
も
経
験
を
積
ん

で
、
高
い
目
標
に
向
か
っ
て

さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

松
浪　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
装
い
で
記
念
写
真

右
か
ら
2
番
目
が
松
浪
さ
ん

一
番
左
側
が
松
浪
さ
ん
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入
澤
学
長
「
問
わ
ず
語
り
」

親
鸞
聖
人
生
誕
850
年
に
際
し
、そ
の
教
え
を
聞
く

あ
る
日（
23
年
11
月
28
日
）の
学
長
法
話
よ
り

イラスト　小西智子

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 　
　

氏
名　

   

卒
年 

学
部  

♠
山
北 

善
輝
　
20
　
理
工

♥
宮
本 

朋
果
　
20
　
政
策

式
月
日
　

5
月
11
日

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚
。

校
友
会
長
名
、学
長
名
で
祝
電
を
お
贈
り

し
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、校
友
会
事
務

局
ま
で
。

「
平
和
は
力
で
は
保
た
れ

な
い
。平
和
は
た
だ
理
解
し

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
保

た
れ
る
。」

科
学
者
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
こ
と
ば
で
す
。

連
日
ガ
ザ
の
悲
惨
な
状
況

を
、
テ
レ
ビ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

ご
覧
に
な
ら
れ
て
、
皆
さ
ん

胸
を
痛
め
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
戦
争
は
人
間

が
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
し

て
大
変
悲
惨
な
状
況
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
で
使
用

さ
れ
る
軍
事
兵
器
は
、
人
間

の
生
み
出
し
た
科
学
技
術
に

裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
科
学
技
術
、
そ
れ
が

時
に
暴
走
を
し
ま
す
。
核
兵

器
の
開
発
と
い
う
の
が
そ
の

最
た
る
も
の
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
最
近
は
Ａ
Ｉ
と
り
わ
け

生
成
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
き
て
、
私
達
の
教

育
現
場
に
お
い
て
も
、
今
後

非
常
に
強
い
影
響
を
受
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。今

日
は
、
一
冊
の
漫
画
雑

誌
を
持
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
漫
画
雑
誌
を
手
に
取
る

の
は
私
に
と
っ
て
は
50
年
ぶ

り
で
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
手

塚
治
虫
さ
ん
の
人
気
漫
画
の

『
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
』。
こ

の
度
、
そ
れ
を
生
成
Ａ
Ｉ
が

40
年
ぶ
り
に
創
り
出
し
ま
し

た
。『
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
』

が
終
わ
っ
て
40
年
。
生
成
Ａ

Ｉ
の
力
に
よ
っ
て
復
活
を
遂

げ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す

ね
。手

塚
治
虫
さ
ん
の
描
か
れ

た
『
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
』、

そ
れ
を
す
べ
て
生
成
Ａ
Ｉ
に

読
み
込
ま
せ
る
。
今
回
は
人

工
心
臓
が
一
つ
の
テ
ー
マ
で

あ
り
ま
す
が
、
人
工
心
臓
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
生
成
Ａ

Ｉ
に
投
げ
か
け
る
。
そ
う
す

る
と
手
塚
治
虫
さ
ん
な
ら
こ

う
い
う
ふ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー

を
つ
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
ア

イ
デ
ィ
ア
を
生
成
Ａ
Ｉ
が
提

示
し
ま
す
。
そ
し
て
今
回
、

生
成
Ａ
Ｉ
が
『
ブ
ラ
ッ
ク

ジ
ャ
ッ
ク
』
の
ス
ト
ー
リ
ー

と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
生
み
出

し
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
ク

リ
エ
イ
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
微

調
整
を
し
て
、
一
つ
の
作
品

が
出
来
上
が
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は

実
は
喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら

れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
手
塚
作

品
の
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
で
あ

る
な
ら
ば
「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ

ク
が
蘇
っ
た
」
と
い
う
こ
と

で
、
私
も
読
み
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
そ
こ
に
は
手
塚
色
が

満
ち
て
い
る
わ
け
で
す
。
す

で
に
亡
く
な
ら
れ
た
手
塚
治

虫
さ
ん
、
手
塚
さ
ん
な
ら
こ

う
い
う
ふ
う
に
描
く
だ
ろ
う

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
生

成
Ａ
Ｉ
が
そ
れ
を
提
示
す

る
。私

自
身
も
小
さ
い
頃
か
ら

手
塚
さ
ん
の
フ
ァ
ン
で
あ
り

ま
し
て
、
小
学
校
に
入
る

前
、
ア
ト
ム
ク
ラ
ブ（
虫
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
の
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
）に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

手
塚
治
虫
さ
ん
の『
火
の
鳥
』

と
い
う
作
品
は
、
大
学
院
生

で
あ
っ
た
時
に
合
同
研
究
室

で
、
仏
教
の
非
常
に
沢
山
あ

る
研
究
書
、
そ
れ
は
も
ち
ろ

ん
大
切
だ
け
れ
ど
も
、
ま
ず

こ
の『
火
の
鳥
』を
み
ん
な
で

読
も
う
じ
ゃ
な
い
か
と
言
っ

て
広
め
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
手
塚
治
虫
さ
ん
は
ブ
ッ

ダ
に
対
す
る
関
心
も
高
く
、

『
ブ
ッ
ダ
』と
い
う
作
品
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
度
復
活
し
た

「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
」を
見

て
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
こ
う
い
う

こ
と
を
ど
ん
ど
ん
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
不
可

能
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
非

常
に
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

昨
日
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
「
龍

谷
大
学
は
ど
ん
な
大
学
で
す

か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
そ
う

し
た
ら
こ
う
い
う
回
答
で
し

た
。「
龍
谷
大
学
は
京
都
府

京
都
市
伏
見
区
に
本
部
を
置

く
私
立
の
総
合
大
学
で
す
。

一
六
三
九
年
に
創
立
さ
れ
て

…
」
歴
史
的
経
緯
が
書
か
れ

て
い
て
、
吹
奏
楽
部
が
活
躍

し
て
い
る
と
か
運
動
部
だ
と

女
子
バ
レ
ー
部
が
活
躍
し
て

い
る
だ
と
か
、
入
試
情
報
な

ど
は
こ
う
い
う
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
で
閲
覧
で
き
る
と
い
う

よ
う
な
情
報
が
折
り
込
ま

れ
、
最
後
に
「
龍
谷
大
学
は

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
総
合
大

学
と
し
て
あ
な
た
の
可
能
性

を
無
限
に
広
げ
る
場
所
で

す
」と
結
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
生
成
Ａ
Ｉ
が

ど
ん
ど
ん
発
展
を
遂
げ
て
い

く
。
そ
う
す
る
と
人
間
性
を

備
え
た
Ａ
Ｉ
が
誕
生
し
て
く

る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き

ま
す
。
人
間
性
を
兼
ね
備
え

た
Ａ
Ｉ
。
実
は
何
年
か
前
に

あ
る
先
輩
教
授
か
ら
、
こ
の

ま
ま
科
学
が
進
化
し
て
い
っ

た
ら「
諸
行
無
常
」と
言
え
な

く
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
だ
か
ら
君
、
そ

の
対
策
を
し
て
く
れ
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
は
、「
何
を
バ
カ
な
」と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
Ａ

Ｉ
が
蘇
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
。
生
き
て
い
る
人

の
デ
ー
タ
を
全
て
Ａ
Ｉ
に
保

存
さ
せ
て
、
そ
し
て
、
そ
の

人
が
亡
く
な
り
、
こ
の
世
か

ら
肉
体
は
消
失
し
て
も
、
そ

の
人
の
デ
ー
タ
が
全
て
あ
っ

て
、
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ら
そ

の
人
が
蘇
っ
て
く
る
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
今
後
生
じ
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
て

私
達
は
こ
の
Ａ
Ｉ
と
い
う
も

の
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
扱
う

べ
き
な
の
か
、
ど
う
い
う
ふ

う
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
、
本
気

で
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

龍
谷
大
学
本
来
の
営
み
が
問

わ
れ
て
い
る

龍
谷
大
学
は
、
89
年
に
瀬

田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
い
た

し
ま
し
た
。
そ
し
て
仏
教
系

大
学
初
の
理
工
学
部
を
設
置

し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
時
に

「
人
間
・
科
学
・
宗
教
」と
い

う
標
語
を
掲
げ
ま
し
た
。
創

立
350
年
の
標
語
で
も
あ
り
ま

し
た
。科
学
と
い
う
の
は
、車

に
例
え
る
と
ア
ク
セ
ル
。
で

も
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
だ
け
で

は
そ
れ
が
暴
走
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
す

ね
。
や
は
り
車
に
は
ア
ク
セ

ル
だ
け
で
な
く
て
、
ブ
レ
ー

キ
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ

の
ブ
レ
ー
キ
に
相
当
す
る
も

の
、
そ
れ
が
宗
教
。
そ
し
て

科
学
と
宗
教
を
う
ま
く
両
立

さ
せ
て
、
人
間
の
営
み
と
い

う
も
の
を
考
え
よ
う
で
は
な

い
か
。
私
は
こ
の
精
神
と
い

う
の
が
、
今
な
お
生
き
続
け

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
何
も

ブ
レ
ー
キ
役
だ
か
ら
、
そ
の

ア
ク
セ
ル
部
分
の
科
学
を
否

定
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
科
学
の
力
は
、

人
間
の
進
化
で
あ
り
、
そ
し

て
文
明
社
会
を
築
い
て
い
く

上
で
必
須
な
も
の
で
す
。
け

れ
ど
も
、
そ
こ
で
失
っ
て
は

な
ら
な
い
も
の
、
や
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り

自
覚
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
為
に
は
や
は
り
宗

教
の
視
点
と
い
う
も
の
を

し
っ
か
り
備
え
て
お
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
龍
谷
大
学
の

瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
人

間
・
科
学
・
宗
教
」
と
い
う

科
学
と
宗
教
そ
し
て
、
そ
こ

に
人
間
の
今
後
の
営
み
を

し
っ
か
り
と
考
え
た
、
自
然

科
学
系
を
中
心
と
し
た
学
問

の
場
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
こ
う

し
た
礼
拝
堂
が
あ
る
と
い
う

こ
と
、
こ
れ
は
龍
谷
大
学
な

ら
で
は
の
営
み
で
あ
ろ
う
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

先
程
申
し
上
げ
た
Ａ
Ｉ
が

作
り
出
す
人
間
性
を
備
え
た

Ａ
Ｉ
と
い
う
も
の
を
考
え
る

と
「
人
間
と
は
何
な
の
だ
」、

と
い
う
こ
と
を
深
く
問
う
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
漫
画
の
中
の
ワ
ン
シ
ー

ン
に
も「
人
間
っ
て
何
？
」と

問
う
台
詞
が
あ
り
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
生
み
出
す
人

間
性
を
兼
ね
備
え
た
Ａ
Ｉ
と

い
う
も
の
と
、
我
々
身
体
を

持
っ
た
人
間
の
違
い
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
た
と
き
、
Ａ
Ｉ
が
生
み

出
し
た
人
間
と
い
う
の
は
替

え
が
い
く
ら
で
も
き
く
わ
け

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
達
一

人
ひ
と
り
は
替
え
が
き
か
な

い
尊
い
存
在
な
わ
け
で
す
。

自
分
に
と
っ
て
替
わ
る
存
在

と
い
う
の
は
無
い
わ
け
で

す
。そ

う
い
う
点
か
ら
し
て
お

釈
迦
様
が
こ
の
世
に
誕
生
し

た
と
き
に
何
と
言
っ
た
か
。ご

承
知
の
通
り
「
天
上
天
下
唯

我
独
尊
」
と
言
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
も
ち

ろ
ん
伝
説
で
す
。
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
が
「
天

上
天
下
唯
我
独
尊
」
な
ど
と

言
う
は
ず
な
い
の
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
後
代
の
仏
教
徒
は

お
釈
迦
様
が
誕
生
し
た
時

に
、天
上
天
下
、我
独
り
尊
い

と
言
っ
た
、と
し
た
。

私
は
10
代
の
半
ば
の
頃
、

お
釈
迦
さ
ん
が
誕
生
し
て

「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と

言
っ
た
こ
と
を
、
な
ん
て
傲

慢
な
考
え
だ
っ
て
い
う
ふ
う

に
受
け
止
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
お
釈
迦
さ
ん
は
35
歳
の

時
に
悟
り
を
開
い
た
。
だ
か

ら
そ
う
い
う
偉
大
な
人
格
な

ん
だ
。
そ
れ
を
誕
生
し
た
時

の
言
葉
に
盛
り
込
ん
で
自
分

一
人
が
尊
い
っ
て
い
う
よ
う

な
こ
と
を
言
わ
せ
た
と
い
う

よ
う
な
理
解
を
し
て
い
る
方

が
今
な
お
結
構
い
る
ん
で
す

ね
。
け
れ
ど
も
、
仏
滅
後
の

仏
教
徒
達
が
、
人
間
が
誕
生

し
た
と
い
う
そ
の
瞬
間
に
、

お
釈
迦
様
の
口
を
借
り
て

「
唯
我
独
尊
」と
言
っ
た
ん
で

す
ね
。
自
分
自
身
が
尊
い
と

い
う
こ
と
、
こ
の
世
に
誕
生

し
た
命
あ
る
も
の
が
尊
い
と

い
う
こ
と
。
お
釈
迦
様
の
伝

記
を
記
し
た
よ
う
な
文
献
、

沢
山
残
っ
て
い
ま
す
け
れ

ど
、
命
を
礼
賛
す
る
、
命
は

尊
い
、
命
は
美
し
い
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
説
く
経
典
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
の

正
し
い
理
解
が
必
要

で
す
か
ら
、
そ
の
観
点
で

も
う
一
度
「
天
上
天
下
唯
我

独
尊
」、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
尊
い
存
在
な
の
だ
、
そ

の
こ
と
を
仏
教
は
伝
え
て
く

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
自
分
だ
け
で
は
な
く

て
、
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い

が
尊
き
存
在
で
あ
る
と
い
う

認
識
。
そ
れ
が
あ
っ
て
、
初

め
て
冒
頭
に
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
言
葉
の
「
理
解
し

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
平

和
が
達
成
さ
れ
る
の
だ
」
と

私
は
思
い
ま
す
。

日
常
、
私
達
の
生
活
の
中

に
は
、
自
分
と
違
う
価
値

観
、
自
分
と
は
違
う
意
見
を

持
っ
て
い
る
人
は
沢
山
い
る

わ
け
で
す
ね
。
そ
の
時
ど
う

い
う
立
場
で
、
自
分
と
は
違

う
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
、
相
手
を

理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が

必
要
な
の
で
す
。
そ
し
て
さ

ら
に
は
そ
の
根
底
に
、
私
達

一
人
ひ
と
り
が
尊
い
存
在
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か

り
と
踏
ま
え
、
Ａ
Ｉ
が
ど
れ

ほ
ど
進
化
を
遂
げ
た
と
し
て

も
身
体
を
持
ち
、
こ
の
命
を

得
た
存
在
、
人
間
と
い
う
も

の
が
、
か
け
が
え
の
な
い
存

在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。た
だ
気
を
付
け
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
、
他
の
生
命
体

よ
り
人
間
が
一
番
偉
い
の
だ

と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

て
く
る
と
、
こ
れ
は
ま
た
自

然
界
を
人
間
が
支
配
す
る
と

か
、
そ
う
い
う
発
想
に
繋
が

り
か
ね
な
い
。

「
一
切
衆
生
」命
あ
る
も
の

は
全
て
尊
い
。全
て
命
あ
る

も
の
が
尊
い
と
い
う
発
想
。

私
達
の
心
の
底
に
そ
れ
を

し
っ
か
り
据
え
て
お
き
た
い

と
強
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

龍Ron

小
町

東
京
・
神
奈
川
県
支
部
合
同

開
催
イ
ベ
ン
ト

3
月
20
日
、 

龍Ron

小
町

「
龍
谷
大
学
農
学
部
教
授

 

神
戸
敏
成
先
生
と
歩
く
小
石

川
植
物
園
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

東
京
大
学
附
属
植
物
園
の

「
小
石
川
植
物
園
」は
、
日
本

で
も
っ
と
も
古
い
植
物
園

で
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ『
ら
ん

ま
ん
』」の
ロ
ケ
地
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、「
一
度
訪
れ
た

か
っ
た
」
と
い
う
参
加
者
33

名
で
散
策
し
ま
し
た
。

神
戸
先
生
の
ご
説
明
の
お

か
げ
で
、普
通
の
見
学
と
は
違

い
、植
物
へ
の
興
味
が
深
ま
っ

た
散
策
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
散
策
イ
ベ
ン
ト
で

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、ご
家
族

で
ご
参
加
さ
れ
た
校
友
と
そ

の
他
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
で

し
た
。
急
坂
の
下
り
階
段
に

出
く
わ
し
た
時
、「
ベ
ビ
ー

カ
ー
ご
と
、
持
っ
た
る
で
～
」

と
、東
京
の
ど
真
ん
中
で
、関

西
弁
の
勇
ま
し
い
声
が
。

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
抱
え
階
段

を
降
り
、
手
す
り
の
な
い
狭

い
山
道
階
段
か
ら
男
の
子
が

転
げ
落
ち
な
い
よ
う
に
と
、

後
ろ
向
き
に
な
っ
て
一
段
ず

つ
先
導
し
て
降
り
て
く
れ
る

校
友
の
皆
さ
ま
。子
連
れ
の

ご
家
族
も
参
加
し
や
す
い
や

さ
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

愛
媛
・
香
川
・
広
島
県
支
部

合
同
開
催
イ
ベ
ン
ト

5
月
19
日
、愛
媛
・
香
川
・

広
島
各
県
支
部
の
龍Ron

小
町
が
、
し
ま
な
み
海
道
の

中
間
に
あ
る
大
三
島
に
集

ま
っ
て
交
流
を
深
め
よ
う
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
が
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
愛
媛
県
7
人
・
香

川
県
5
人
、
広
島
県
4
人
の

計
16
人
が
参
加
。

大
三
島
の
道
の
駅
「
多
々

羅
し
ま
な
み
公
園
」
で
の
食

事
後
は
、テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
も
有

名
な「
伯
方
の
塩
」工
場
見
学

と
塩
づ
く
り
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
工
場
で
は
「
か
ん
水
」

を
か
き
混
ぜ
な
が
ら
煮
詰
め

る
と
見
事
に
真
っ
白
な
塩
が

出
来
上
が
り
！
参
加
者
全
員

の
お
土
産
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
南
下
し
て
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
万
福
寺
へ
。

校
友
の
浅
野
執
持
住
職
か
ら

法
話「
正
信
偈
に
つ
い
て
」を

お
聞
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
当
日
の
イ
ベ

ン
ト
を
振
り
返
り
、「
さ
よ
な

ら
、ま
た
ね
」と
名
残
を
惜
し

み
な
が
ら
、
校
友
会
で
の
次

の
再
会
を
期
し
て
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

イラスト　宗教部　保田正信
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京都市営バス28号系統で5駅
西本願寺前→（15分）壬生寺道
下車　南へ徒歩6分

京都市営バス203号系統で
15駅　壬生寺道→（30分）熊
野神社前下車　北へ徒歩8分

京阪電車鴨東線で1駅　神宮丸太町→三条下車（7番
出口）河原町三条から一筋北を東へ徒歩10分

西本願寺御影堂門向かい側
徒歩3分

徒歩5分

ご縁でつながる「龍谷大学校友ご縁めぐり」

区分 寺院名 校友とのご縁について

京都

本山修験宗総本山　聖護院門跡 門主　宮城 泰年 師（文学部1954年卒業）

律宗大本山　壬生寺 貫主　松浦 俊昭 師（文研究科1992年修了）

浄土宗西山禅林寺派総本山　永観堂禅林寺 法主　久我 儼昭 師（文研究科1975年修了）

臨済宗建仁寺派大椿山　六道珍皇寺 住職　坂井田 良宏 師（経済学部1970年卒業）

真言宗泉涌寺派　今熊野観音寺 住職　藤田 浩哉 師（文学部1970年卒業）

浄土真宗本願寺派　西本願寺 門主　大谷 光淳 師（文研究科2005年修了）

奈良

華厳宗大本山　東大寺 別当　橋村 公英 師（文研究科1982年修了）

律宗総本山　唐招提寺 副執事長　松浦 俊昭 師（文研究科1992年修了）

融通念仏宗　法徳寺 住職　倍巌 良明 師（文学部1977年卒業）

浄土真宗本願寺派　淨教寺 住職　島田 春樹 師（文学部1985年卒業）

法相宗大本山　薬師寺 管主　加藤 朝胤 師（文学部2011年卒業）

法相宗別格本山　喜光寺 住職　山田 法胤 師（文学部1964年卒業）

聖徳宗総本山　法隆寺 管長　古谷 正覚 師（文学部1971年卒業）

華厳宗日輪山　新薬師寺 住職　中田 定観 師

浄土真宗本願寺派　本善寺 住職 　六雄 真浄 師（文学部1996年卒業）

浄土真宗本願寺派　専立寺 住職　脇屋 大樹 師（文研究科2009年修了） 

金峯山修験本宗総本山　金峯山寺 長臈　田中 利典 師（文学部1979年卒業）

本願寺
別院関係

築地本願寺

鹿児島別院

神戸別院

津村別院

広島別院

名古屋別院

龍谷大学
各キャン
パス

（大宮キャンパス）本館

（深草キャンパス）顕真館

（瀬田キャンパス）樹心館

　　　　　　　　 ご縁めぐり対象寺院一覧 � 2024年7月現在 ご縁印のめぐり方
・参詣した記念（しるし）としてご縁印を押印（記帳）してください。
・校友と寺院、校友同士のご縁をつなぐということから名称を「龍谷

大学校友ご縁めぐり」とし、押印する印を「ご縁印」としています。
・ご縁印の押印（設置）場所は寺院によって異なりますので、HP 等を

ご確認いただき、寺院にてお尋ねください。
・日付けはご自身でご記入ください。
・ご縁めぐりは、宗派を超えた寺院様のご協力をいただいております。

参詣される際は、各寺院の参詣ルール等をご確認ください。

ご縁帳の配布について
・龍谷大学校友会の各種イベントにて配布予定です。
・龍谷ミュージアムに来館された卒業生にも配布いたします。
・ご縁めぐりに関連した様々なイベントを企画中。
・龍大グッズや校友会オリジナルグッズが手に入るかも！

　　　　　　　　　　※ 詳細は、龍谷大学校友会事務局
　　 　　　　　　（TEL：075-645-2015）にお問い合せください。

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

　　実際にご縁をめぐってみました！
　モデルコース紹介
　坂本 弥央さん（左）
　（16年文卒：池坊華道部）
　水口 佳菜さん（右）
　（16年文卒：古美術研究会）

ご予算
　交通費：690円（市バス230円×2、京阪電車 230円）
　拝観料：（無料、卒業生は龍谷ミュージアムも無料）
　お食事：「イル・ラーゴ」人気メニューを集めた満足プラン
　〈全 8品〉〜 120分飲み放題付き〜：5,500円

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ 西
本
願
寺

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

壬
生
寺

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ 聖
護
院
門
跡

イ
ル
・
ラ
ー
ゴ

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

卒業ぶり～。
東黌が博物館みたいに
綺麗に変身していてびっくり！
守衛所はかわってないね

「ご縁帳」とご縁印は守衛所にあ
るんだ、初ご縁♥

変化していくことの大切さと
変わらないことの尊さについて、
卒業したから感じるのかな。忘れ
ないようにしたいね。

西本願寺は、学生時代に
こびけん（古美術研究会）の
活動で飛雲閣の特別拝観で
お世話になったり、
最近では祖父の納骨の際に
お世話になったり…。
ずっと見守り続けてくれてい
るような安心出来る場所。

西本願寺からは
龍谷ミュージアムも
すぐ行けるね

ご縁帳はミュージアム
でももらえるんだ。

ミュージアムも
観覧できてうれしい！ 新撰組ファンなら

一度は訪れてるよね、壬生寺。 

阿弥陀堂の中がグッズショッ
プになっていたり、斬新！ 

大河ドラマの新撰組を見て
歴史に興味が湧いて、
龍大の文学部日本史学専攻を
選んだんよ、私。

ご縁印設置場所は阿弥陀堂
ではなく、寺務所にあるので
迷子注意（笑）

秋の特別拝観の有料拝観の際に行くのが
お奨めだけど、門跡寺院というだけでテ
ンションが上がるよね。
今日は半日、有意義だった～。
お腹すいたね。
この会報の 8 面「校友のお店」に載ってる

「IL LAGO」さんにいこ！
賛成！

▶ ▶ ▶ ▶

かんぱ〜い！

※
お
店
の
詳
細
は
8
面
へ

IL  LAGO

ご縁印イメージ

校友ご縁帳押印イメージ
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第
345
期
生
学
友
会
同
窓
会
を
開
催

龍
谷
大
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
開
催

社会学部同窓会

社会学部同窓会設立 30 周年　社会学部の 30 年とこれから
～ 瀬田とさよならするまえに ～

83
年
入
学
生
は
一
六
三
九

年
の
創
立
か
ら
数
え
て
第

345

期
生
と
な
り
ま
す
。本
会
は

偶
然
に
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
年
の
12
年
に
始

め
た
こ
と
か
ら
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
4
年
毎
開

催
と
決
め
、
16
年
に
は
第
2

回
を
開
催
し
た
も
の
の
20
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
断
念
、
6
月

8
日
は
実
に
8
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。当
日
は

京
都
・
大
阪
・
兵
庫
・
奈
良

の
近
畿
圏
は
じ
め
北
海
道
や

長
崎
・
熊
本
・
大
分
に
至
る

全
国
各
地
16
道
府
県
か
ら
、

宗
教
局
・
学
術
文
化
局
・
体

育
局
の
各
部
と
放
送
局
・
イ

ヤ
ー
ブ
ッ
ク
作
成
委
員
会
と

い
っ
た
大
学
公
認
課
外
活
動

24
団
体
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
41
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。当
時
の

学
生
部
課
長
で
い
ら
し
た
小

川
信
正
校
友
会
副
会
長
に
も

サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て

お
越
し
い
た
だ
き
、
懐
か
し

い
学
館
跡
地
の
成
就
館
１
階

の
会
場
で
は
ア
ラ
還
で
あ
る

こ
と
も
忘
れ
て
大
は
し
ゃ

ぎ
。
最
後
は
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
柿

内
君
の
エ
ー
ル
と
、
全
員
が

肩
を
組
ん
で
学
歌
と
逍
遥
歌

の
大
合
唱
で
締
め
ま
し
た
。

写
真
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
新
年
会
を
今
年
も
開
催

写
真
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
は

毎
年
2
月
第
一
日
曜
日
に
新

年
会
を
実
施
し
て
お
り
、
今

年
も
4
日
に
大
阪
梅
田
で
開

催
し
ま
し
た
。

井
上
好
新
会
長
（
74
年
経

営
卒
）の
挨
拶
、𠮷
崎
照
芳
さ

ん（
67
年
経
済
卒
）の
参
加
代

表
挨
拶
、佐
伯
治
夫
さ
ん（
67

年
経
済
卒
）の
乾
杯
で
新
年

6
月
25
日
、
都
ホ
テ
ル
京

都
八
条
で
6
年
ぶ
り
に
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
の
第
2
回
シ
ニ

ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
を
開
催
し

ま
し
た
。北
は
横
浜
、西
は
北

九
州
と
遠
方
か
ら
も
含
め
44

名
が
参
加
す
る
盛
会
で
、
懐

か
し
い
方
々
と
の
久
し
ぶ
り

の
再
会
で
思
い
出
話
や
近
況

報
告
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。会

の
中
で
は
、
40
年
近
く

監
督
を
務
め
た
池
田
庸
行
さ

ん（
70
年
経
済
卒
）と
コ
ー
チ

を
10
年
さ
れ
た
大
久
保
孝
彦

さ
ん（
80
年
経
営
卒
）に
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部「
宝
龍
会
」か
ら

花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

大
久
保
さ
ん
は
退
か
れ
ま
す

が
、
池
田
さ
ん
は
総
監
督
と

し
て
今
後
も
尽
力
い
た
だ
き

ま
す
。

会
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や

各
自
持
参
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
抽
選
会
、
学
年
ご
と
の
近

況
報
告
な
ど
で
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
た
ち
、
温
か
な

時
間
と
空
間
を
共
有
し
た
会

と
な
り
ま
し
た
。次
回
は
2

年
後
の
開
催
、
参
加
者
は
再

会
を
約
束
し
て
会
場
を
後
に

し
ま
し
た
。

し
い
海
の
幸
、山
の
幸
に
舌
鼓
を

打
ち
つ
つ
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

（
事
務
局
長　

本
林
秀
夫
）

硬
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

龍
谷
大
学
硬
式
庭
球
部
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
完
成

現
役
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
、試

合
や
リ
ー
グ
戦
で
着
用
し
て

い
る
硬
式
庭
球
部
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
Ｏ
Ｂ・

Ｏ
Ｇ
に
も
販
売
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
、
製
作
費
と
の
差
額

を
現
役
生
の
活
動
費
と
し
て

支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
は
速
乾
性

の
サ
ラ
ッ
と
し
た
生
地
で
、テ

ニ
ス
の
練
習
着
や
部
屋
着
・

寝
間
着
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ー
ン
で
使
え
る
ス
ポ
ー
ツ

用
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
す
。

今
年
度
の
リ
ー
グ
戦
で
は

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
こ
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
応
援
し
、

チ
ー
ム
龍
谷
で
リ
ー
グ
昇
格

を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は

現
役
学
生
か
ら
の
試
合
の
ラ

イ
ブ
配
信
や
試
合
結
果
報
告

等
の
活
動
報
告
に
加
え
、
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
同
士
の
交
流
の
た

め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
い

た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
ご
登
録

く
だ
さ
い
。

龍谷大学硬式テニス同好会 Tips
創設 50 周年記念祝賀会を開催

６月 8 日、龍大最古のテニスサークル「Tips」が、創設 50 周年を記念し、深草キャ
ンパス 3 号館地下食堂にて祝賀会を開催しました。当日は、国内はもとより、遠く
カナダやインドなどからの参加者もあり、総勢 143 人の大盛況の会となりました。

今回のテーマは、「笑顔～大切なものはここにある〜」。開会直後より、会場のあ
ちらこちらで、サークルの思い出話や近況報告に花が咲き、終始笑顔が絶えません
でした。創設時より練習用のコート確保に苦労したり、多くの入会希望者が殺到
し、止む無く面接を実施して人数を制限せざるを得なかったことなど、創設当時の
思い出話などで大いに盛り上がりました。

学生時代に、Tips というサークルで苦楽を共にした純粋な友情は今も生き続
けており、心から語り合える「すっぴん」の関係は今後も末長く続くことでしょう。

残念なことに、新型コロナ感染拡大の影響で、19 年より Tips は活動を休止し
てしまっています。そんな状況を踏まえ、最後に Tips 復活を願う全員の掛け声で
幕を閉じました。� （4 期会長　熊谷睦史　82 年文卒）

「創立記念降誕会実行委員会卒業生の会」からのご報告
～提灯行列がついに復活！～

5月15日、5年ぶりに、 龍谷大学の創立記念を祝う提灯行列が開催されました。
円山公園での開会式後、京都の街を提灯行列が進みます。
堂々と祇園の街を行進する龍大生の姿が誇らしいです。
河原町交差点が閉鎖され、多くの方に見守られ無事に終了。
龍谷大学の伝統は見事に受け継がれました。

※ 提灯行列の様子はこちらからどうぞ➡

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア支

部

７
月
27
日
、
28
日
の
オ
レ
ン

ジ
仏
教
会
盆
踊
り
大
会
で
龍
大

校
友
会
の
ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま

し
た
。約
5
千
人
が
集
ま
り
、若

い
人
や
学
生
さ
ん
も
沢
山
参
加

さ
れ
ま
し
た
。大
学
進
学
に
興

支
部
の
活
動
報
告

7月13日、瀬田キャンパスにて、コロナ禍で
延期されていた同窓会設立 30 周年記念イベ
ントが開催され、約 200 名の卒業生や教職員
のみなさんにご参加いただきました。

25 年４月に社会学部が深草キャンパスに
移転することから、第１部では、はじめに「レ
ジェンドは語る」と題して、学部開設当時か
ら長年に渡り教鞭をとられた亀山佳明名誉
教授と長上深雪名誉教授によるリレートークを行い、瀬田キャンパスにおける研
究や教育、学生との思い出やエピソードなどを語っていただきました。

続いて、井上辰樹社会学部長からは、「現学部長に聴く～新・社会学部、こう変わ
る～」と題して、深草キャンパスへ移転する新・社会学部の特色などを魅力たっぷ
りにご紹介いただき、最後に「卒業生は語る」では、社会学科卒・社会学研究科修士
課程修了の桑原桃音さん、コミュニティマネジメント学科卒の下村真代さん、地域
福祉学科卒の藤井直弥さんから、それぞれ社会人として今に活きている瀬田キャ
ンパスでの学びや、新・社会学部への期待とエールを熱く語っていただきました。

第２部の交流懇親会では、ご参加いただいた各界で活躍中の卒業生からそれぞれ
近況をお聴かせいただき、和やかな雰囲気の中で、各々に大切な時間をお過ごしいた
だけたようでした。

社会学部同窓会で
は、社会学部の深草
キャンパスへの移転
を契機に、ますます
龍谷大学の発展に寄
与するとともに、会
員相互の交流を図る
事業の充実に努めて
まいります。

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

23
名
の
参
加
で
、
写
真
の

話
や
当
時
一
緒
に
活
動
し
て

い
た
部
員
の
話
な
ど
で
盛
り

上
が
り
、プ
ロ
の
写
真
家
、今

で
も
ず
っ
と
写
真
を
撮
り
続

け
て
い
る
人
、
全
く
写
真
か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
人
、様
々

で
す
が
和
気
あ
い
あ
い
の
新

年
会
で
し
た
。来
年
も
元
気

で
集
ま
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

会
を
閉
じ
ま
し
た
。

味
の
あ
る
方
に
は
龍
谷
大
学
案

内
や
校
友
会
記
念
品
を
進
呈
し

ま
し
た
。（支

部
長　

中
垣
紘
道
）

硬
式
庭
球
部

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

開
設
し
ま
し
た
。
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支
部
の
周
年
事
業
報
告

今も使える
仏教用語

コラム

「挨拶のある大学」社会学部　教授
井上見淳（01 年文院了）

高
知
県
支
部（
40
周
年
）

6
月
15
日
、
設
立
40
周
年
記

念
総
会
・
講
演
会
を
対
面
で
開

催
し
ま
し
た
。

岡
﨑
支
部
長
の
挨
拶
に
続

き
、
社
会
学
部
長 

井
上
辰
樹
先

生
、校
友
会
森
竜
樹
理
事
、徳
島

県
支
部
千
葉
昭
彦
支
部
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
来
賓
祝
辞
及
び
近
況

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
を
経
て
文
学
部
高
田
文

英
教
授
よ
り
、「
親
鸞
聖
人
と
歎

異
抄
の
言
葉
」
と
題
し
た
特
別

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。常
に
「
愚
」
に
自
分
を
置
く

親
鸞
の
生
き
方
を
学
び
、
校
友

各
自
わ
が
身
の
愚
か
さ
に
気
づ

く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し

た
。龍
谷
大
学
「
建
学
の
精
神
」

の
５
つ
の
心
は
、
建
学
の
精
神

に
親
し
む
と
こ
ろ
に
育
ま
れ
る

心
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
互
い
の
親
睦
を

深
め
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
、
高
知
の
美
味
し
い
料
理
と

地
酒
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。最
後
は
「
学
歌
」
の
大
合

唱
に
続
き
、
岡
﨑
支
部
長
が
在

学
中
に
体
育
局
で
鳴
ら
し
た

「
逍
遥
の
歌
」を
、
大
迫
力
で
の

口
上
に
続
き
全
員
で
合
唱
し
懇

親
会
を
終
え
ま
し
た
。

（
事
務
局
長　

吉
本
明
生
）

広
島
県
支
部（
35
周
年
）

6
月
29
日
、
支
部
設
立
35
年

記
念
公
開
講
演
会
と
総
会
を
対

面
とZoom

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

89（
平
成
元
）年
9
月
28
日
に

支
部
が
設
立
さ
れ
、
今
年
は
35

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

「
か
な
た
か
ら
の
ひ
か
り
」と

い
う
講
題
で
観
山
正
見
師
（
岐

阜
聖
徳
学
園
大
学
兼
短
期
大
学

部
学
長
・
元
国
立
天
文
台
長
・

本
願
寺
派
長
圓
寺
住
職
）
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
宇
宙
の
意
味
、

宇
宙
の
三
層
構
造
、現
代
の
宇
宙

観
の
基
本
、
星
の
誕
生
・
進
化
・

爆
発
＝
諸
行
無
常
・
諸
法
無
我
、

仏
教
の
世
界
観
、仏
陀
＝
世
界
最

初
の
科
学
者
な
ど
の
お
話
を
さ

れ
、「
夜
空
を
見
な
が
ら
、大
宇
宙

に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、人
間
は
い

か
に
小
さ
な
存
在
で
あ
る
か
を

認
識
し
つ
つ
、生
命
の
進
化
の
上

で
貴
重
な
存
在
で
あ
る
」と
味
わ

い
深
い
言
葉
で
締
め
ら
れ
ま
し

た
。

（
支
部
長　

神
鳥
誠
）

三
重
県
支
部（
20
周
年
）

04
年
、

100
名
の
校
友
が
津
市

内
の
ホ
テ
ル
に
集
ま
り
、
熱
気

溢
れ
る
中
、
三
重
県
支
部
が
発

足
し
ま
し
た
。14
年
に
は
、50
名

の
校
友
が
集
い
10
周
年
の
記
念

総
会
、懇
親
会
を
開
催
。校
友
の

林
家
染
ニ
師
匠
の
落
語
を
聞
き

な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
開
催

し
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、昨

年
、コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、3
年
ぶ

り
に
総
会
・
懇
親
会
を
対
面
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
集
ま
っ
た
校

友
は
20
名
に
。

24
年
度
は
設
立
20
周
年
記
念

と
い
う
こ
と
で
、ま
ず
は
懇
親
を

深
め
る
こ
と
を
一
番
の
目
的
に
、

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
と

な
っ
た「
志
摩
観
光
ホ
テ
ル
」で
、

ゆ
っ
た
り
と
お
話
が
で
き
る
ひ

と
と
き
を
持
ち
ま
し
た
。

校
友
会
か
ら
赤
松
会
長
、
大

学
代
表
と
し
て
神
戸
事
務
局
長

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
様
々
な

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
三
重
県

支
部
の
今
後
の
活
動
を
検
討
し

て
い
く
20
周
年
記
念
事
業
と
な

り
ま
し
た
。

（
支
部
長　

湯
上
英
臣
）

和
歌
山
県
・
海
南
有

田
支
部（
15
周
年
）

5
月
25
日
、
Ｊ
Ｒ
湯
浅
駅
に

直
結
し
た
モ
ダ
ン
な
複
合
施
設

「
湯
浅
え
き
蔵
」で
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

田
井
支
部
長
の
挨
拶
か
ら
、

農
学
部
長 

竹
歳
一
紀
先
生
に

よ
る
大
学
の
現
状
報
告
を
経

て
、
15
周
年
記
念
事
業
と
し
て

第
2
部
で
は
、「
幻
の
ラ
ジ
オ
体

操
第
三
」
と
題
し
た
講
演
会
を

開
催
。ラ
ジ
オ
体
操
第
一
、第
二

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

第
三
は
幻
と
言
わ
れ
て
い
た
も

の
を
約
70
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ

た
の
が
、
龍
谷
大
学
の
安
西
将

也
・
井
上
辰
樹
両
教
授
の
研
究

グ
ル
ー
プ
と
い
う
こ
と
で
、
当

日
は
、
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一

般
同
好
会
「
幻
の
ラ
ジ
オ
体
操

第
三
」
の
学
生
さ
ん
2
名
に
よ

る
解
説
と
実
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

初
め
て
取
り
組
む
ラ
ジ
オ
体

操
第
三
。約
40
名
の
参
加
者
は
、

汗
を
か
き
な
が
ら
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま
し

た
が
、
15
周
年
記
念
事
業
に
ふ

さ
わ
し
い
楽
し
い
会
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
校
友

の
宮
井
功
さ
ん
（
80
年
経
済
卒
）

が
経
営
さ
れ
て
い
る
「
か
ど
や

食
堂
」
で
和
歌
山
ら
し
い
美
味

し
い
海
の
幸
、山
の
幸
に
舌
鼓
を

打
ち
つ
つ
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

（
事
務
局
長　

本
林
秀
夫
）

阪
神
支
部

「
春
の
散
策 

～
布
引
ハ
ー
ブ

園
で
春
を
満
喫
～
」を
開
催

4
月
13
日
、
阪
神
支
部
神

戸
モ
ダ
ン
塾
を
開
催
し
ま
し

た
。当
日
は
良
く
晴
れ
て
絶

好
の
行
楽
日
和
。山
頂
へ
向

か
う
赤
い
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の

眼
下
に
布
引
の
滝
を
優
雅
に

見
下
ろ
し
な
が
ら
山
頂
に
到

着
す
る
と
、
ド
イ
ツ
の
古
城

風
の
す
て
き
な
建
物
が
。し

ば
し
美
し
い
花
々
が
咲
く
庭

な
ど
を
眺
め
て
、
レ
ス
ト
ラ

ン
で
神
戸
ら
し
い
お
し
ゃ
れ

な
ラ
ン
チ
を
参
加
者
全
員
で

楽
し
み
ま
し
た
。

食
事
の
後
は
、
広
大
な
ハ
ー
ブ

園
の
中
を
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
園
内
散

策
。珍
し
い
ハ
ー
ブ
を
触
っ
て
み

た
り
、
お
料
理
の
方
法
を
聞
い
て

み
た
り
と
、
会
話
が
弾
み
ま
し

た
。帰
り
に
乗
っ
た
ロ
ー
プ
ウ
エ

イ
か
ら
一
望
で
き
る
、
海
に
浮
か

ぶ
よ
う
な
美
し
い
神
戸
の
港
の

景
色
な
ど
、阪
神
支
部
な
ら
で
は

の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
ま
し
た
。

（
事
務
局
長　

岡
田
章
男
）

大
阪
・
中
央
支
部

「
龍
谷
大
学
心
の
講
座
in
大

阪
」
を
開
催

6
月
1
日
、
令
和
6
年
度
総

会
後
、
龍
谷
大
学
心
の
講
座
を

津
村
別
院（
北
御
堂
）で
開
催
し

ま
し
た
。講
師
は
校
友
会
長
の

赤
松
徹
眞
先
生
で
、「
混
と
ん
と

す
る
現
代
社
会
と
不
安
を
抱
え

る
私
た
ち
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

の
ご
講
演
で
し
た
。自
分
た
ち

が
直
面
し
て
い
る
現
代
社
会
に

つ
い
て
の
お
話
か
ら
入
り
、「
私

た
ち
は
ど
う
生
き
て
い
く
の

か
」
と
い
う
こ
と
を
仏
教
の
視

あ
る
学
会
の
事
務
局
と
し

て
、
同
僚
の
先
生
と
２
人
で
北

陸
の
大
学
に
出
向
い
た
と
き
の

こ
と
。
比
較
的
小
ぶ
り
な
キ
ャ

ン
パ
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
て
み

る
と
、「
こ
ん
に
ち
は
」と
い
う

数
人
の
声
が
し
ま
し
た
。
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
そ
の
声
は
私

た
ち
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
、

学
生
た
ち
は
さ
ら
に
会
釈
も
し

て
く
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
初

対
面
で
す
。
私
は
意
外
な
感
じ

が
し
て
妙
な
心
持
ち
が
し
た
も

の
の
、「
こ
ん
に
ち
は
」と
挨
拶

を
返
し
ま
し
た
。
も
う
し
ば
ら

く
歩
い
て
目
的
の
建
物
へ
と
進

ん
で
い
る
と
、
ま
た
も
や
す
れ

違
う
学
生
が「
こ
ん
に
ち
は
！
」

と
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
す
。
同

じ
よ
う
に
私
た
ち
も
挨
拶
し
ま

し
た
。こ
う
し
た
こ
と
が
、こ
の

大
学
で
は
何
回
も
あ
っ
た
の
で

す
。「

な
ぜ
あ
の
時
、自
分
は
妙
な

心
持
ち
が
し
た
の
だ
ろ
う
」
―

―
考
え
て
み
る
と
、
龍
谷
大
学

で
は
見
ず
知
ら
ず
の
学
生
が
挨

拶
を
し
て
く
る
こ
と
は
あ
ま
り

な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
そ
の

後
、
龍
谷
大
学
で
よ
く
知
っ
た

課
長
と
歩
い
て
い
る
時
、
そ
の

課
長
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
清
掃
業

の
方
と
す
れ
違
う
際
に
、
自
分

か
ら
大
き
な
声
で
「
こ
ん
に
ち

は
！
」
と
笑
顔
で
何
度
も
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に

気
づ
か
さ
れ
た
の
で
す
。「
龍
大

で
は
学
生
が
挨
拶
を
し
な
い
と

い
う
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
自
分

が
し
て
な
い
。
少
な
く
と
も
自

分
か
ら
は
し
て
い
な
い
か
も
」

と
。「挨

拶
」と
は
本
来
、
仏
教
用

語
で
す
。「
挨
」
も
「
拶
」
も
「
押

す
、
迫
る
」の
意
味
で
、
相
手
の

悟
り
の
浅
深
を
は
か
る
た
め
に

問
答
を
す
る
と
い
う
意
味
の
言

葉
で
す
。
ず
い
ぶ
ん
力
の
入
っ

た
言
葉
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

第
一
歩
と
し
て
、
出
会
い
や
別

れ
の
際
の
言
葉
や
動
作
を
意
味

し
ま
す
。
ち
な
み
に
「
軽
い
挨

拶
」
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら

れ
る「
会
釈
」も
そ
う
で
す
。
本

来
「
和
会
通
釈
」
と
言
い
ま
す

が
、一
見
、矛
盾
す
る
よ
う
な
内

容
を
「
調
和
さ
せ
一
つ
の
通
じ

た
内
容
と
し
て
解
釈
す
る
」
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
二
つ
の
言

葉
は
と
も
に
、
出
あ
っ
た
人
間

同
士
が
、
お
互
い
に
見
え
な
い

相
手
の
心
を
知
り
、
調
和
を
は

か
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
意

味
で
似
て
ま
す
ね
。

そ
う
い
え
ば
外
国
に
行
っ
た

と
き
、
朝
、
ホ
テ
ル
の
廊
下
で

「Good m
orning!

」
あ
る
い

は「H
ello!

」な
ど
と
挨
拶
を
交

わ
し
ま
す
。
ま
た
山
登
り
を
し

て
い
る
時
に
山
道
で
す
れ
違
う

人
と
も
、
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な

く
挨
拶
を
し
ま
す
。
で
も
、
四

条
河
原
町
を
歩
い
て
い
て
す
れ

違
う
人
と
は
挨
拶
は
し
ま
せ

ん
。
考
え
て
み
れ
ば
、
挨
拶
は

そ
の
空
間
を「
共
有
」す
る
者
と

し
て
の
マ
ナ
ー
だ
と
感
じ
た
時

に
挨
拶
は
し
や
す
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
逆
に
い
え
ば
龍
谷

大
学
を
大
き
な
空
間
と
考
え
る

な
ら
挨
拶
は
し
に
く
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
ま
た
挨

拶
を
し
な
い
人
に
は
「
恥
ず
か

し
い
」「
知
ら
な
い
人
と
挨
拶
を

し
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
感
覚

や
警
戒
心
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
も
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
「
同
じ
大
学

に
、そ
の
一
員
と
し
て
、そ
の
時

に
、
そ
こ
に
い
た
」
―
―
こ
う

考
え
る
な
ら
、
何
と
も
ご
縁
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
龍
谷
大
学
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
、
も
し
挨
拶
の
声
が
聞
こ

え
る
よ
う
に
な
る
な
ら
、
そ
れ

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
だ
っ
て
北
陸
の
大
学
の

雰
囲
気
は
と
て
も
す
が
す
が
し

く
て
素
敵
で
し
た
か
ら
。
か
く

言
う
私
も（
こ
う
見
え
て
）照
れ

屋
な
人
間
で
す
が
、ま
ず
は「
自

分
か
ら
挨
拶
」
運
動
を
始
め
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
い
か
が
で
す

か
？

点
か
ら
お
話
い
た
だ
く
講
演

に
、
龍
谷
大
学
ら
し
い
講
演
会

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

一
般
公
開
講
座
と
し
て
の
実

施
で
し
た
の
で
、
支
部
の
活
動

の
ひ
と
つ
が
地
域
社
会
の
学
び

の
場
に
な
る
こ
と
を
今
後
も
心

掛
け
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
事
務
局
長　

堀
隆
浩
）

東
京
支
部

～
女
子
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
福
家

由
布
季
さ
ん
応
援
事
業
～

6
月
14
日
、
女
子
プ
ロ
ボ
ク

サ
ー
で
日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
1
位

の
福
家
由
布
季
さ
ん
（
19
年
文

卒
）の【
日
本
女
子
フ
ラ
イ
級
王

座
】
へ
の
初
挑
戦
を
応
援
し
て

き
ま
し
た
。

福
家
選
手
の
ご
家
族
や
、
京

都
か
ら
龍
大
柔
道
部
の
堀
田
い

ず
み
コ
ー
チ
や
関
係
者
も
応
援

に
駆
け
付
け
、
全
員
が
お
揃
い

の
「
福
家
選
手
応
援
オ
リ
ジ
ナ

ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
を
着
用
し
応
援

し
ま
し
た
。

試
合
入
場
時
に
は
応
援
者
が

通
路
両
側
に
並
ん
で
福
家
選
手

を
激
励
。東
京
支
部
で
は
新
調

し
た「
応
援
横
断
幕
」を
客
席
か

ら
掲
げ
、
試
合
中
は
み
ん
な
が

声
を
嗄
ら
し
て
声
援
を
送
り
ま

し
た
。

福
家
選
手
か
ら
は
「
応
援
が

力
に
な
り
私
の
背
中
を
押
し
て

く
れ
て
、
最
後
の
最
後
ま
で
今

で
き
る
こ
と
を
全
て
出
し
切
れ

ま
し
た
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。東
京
支
部

で
は
こ
れ
か
ら
も
福
家
選
手
の

応
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
常
任
理
事　

松
田
信
一
）

支
部
の
活
動
報
告

大
阪
・
北
大
阪
支
部

地
元
の
お
祭
に
今
年
も
出
店
！

7
月
27
日
、
28
日
と
支
部
設

立
以
来
続
け
て
い
る
『
第
50
回

茨
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
に
出

店
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
も
ヨ
ー
ヨ
ー
＆
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
お
菓
子

釣
り
、メ
ダ
カ
と
ド
リ
ン
ク
の
販

売
を
行
い
、
猛
烈
な
暑
さ
の
中
、

列
が
途
絶
え
な
い
程
の
大
盛
況

で
、最
終
日
に
は
用
意
し
て
い
た

商
品
は
完
売
し
ま
し
た
。こ
の

出
店
は
北
摂
エ
リ
ア
在
住
の
校

友
に
支
部
活
動
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
も「
私
も
龍
大
卒
で

す
！
」
と
20
名
程
の
方
に
お
声

か
け
を
い
た
だ
き
、
新
た
な
龍

谷
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。ま

た
、
支
部
会
員
の
お
子
さ
ん
や

お
孫
さ
ん
に
も
お
会
い
で
き
る

貴
重
な
日
で
、「
大
き
く
な
っ
た

な
ぁ
～
。」、「
中
学
校
進
学
お
め

で
と
う
！
」と
、
ま
る
で
親
戚
の

集
ま
り
の
よ
う
な
温
か
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
は
野
外
活
動
部
の
現
役

学
生
に
も
お
手
伝
い
を
お
願
い

し
、
10
代
～
80
代
ま
で
の
メ
ン

バ
ー
で
ま
さ
に『
チ
ー
ム
龍
谷
』

で
の
運
営
に
な
り
ま
し
た
。

出
店
を
通
し
て
の
新
た
な
ご

縁
を
大
切
に
、
今
後
の
支
部
活

動
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
理
事　

中
井
千
夏
）
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貴島 信行氏
龍谷大学客員教授

「浄土の慈悲」

三好 芫山氏
尺八演奏家、2021 年度龍谷特別賞

「尺八とお琴による演奏」
演目：独奏「都山流本曲 峰の月」（流祖 中尾都山作曲）
　　　合奏「春の海」（宮城道雄作曲）箏・三好晃子氏

仏教に学ぶ

浄土の慈悲
龍谷大学客員教授
真行寺住職

貴
き

島
しま

　信
のぶ

行
ゆき

IL LAGO
イル・ラーゴ

様
々
な
経
験
か
ら
生
ま
れ
た

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
風

イ
タ
リ
ア
ン
バ
ー
カ
ロ
堀田　樹さん
（10年社会卒）

編
集
後
記

今
年
の
7
月
の
平
均
気
温

は
、126
年
の
統
計
史
上
で「
最

も
暑
い
７
月
」
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

そ
の
た
め
か
今
年
の
熱
中

症
情
報
の
文
言
も
、「
注
意
・

警
戒
」か
ら
、「
極
め
て
危
険
・

危
険
」
と
い
う
表
現
を
目
に

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
確
か
に
、
７
月
の
ゴ
ル

フ
で
も
、
立
ち
眩
み
が
起
き

そ
う
な
状
態
に
な
り
ま
し

た
。『
青
春
と
は
心
の
若
さ
で

あ
る
信
念
と
希
望
に
あ
ふ
れ

勇
気
に
満
ち
て
日
に
新
た
な

活
動
を
つ
づ
け
る
か
ぎ
り
青

春
は
永
遠
に
そ
の
人
の
も
の

で
あ
る
』
と
我
が
師
松
下
幸

之
助
の
教
え
で
あ
り
ま
す

が
、肉
体
は
、確
実
に
齢
を
重

ね
て
い
ま
す
。

健
康
に
留
意
す
る
こ
と
も

心
の
若
さ
を
保
つ
大
事
な

フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
痛
感

し
た
、今
年
の
夏
で
し
た
。

（
校
友
会
理
事 

清
水 

卓
智
）

プロフィール
51年大阪府生まれ。龍谷大学大学
院修士課程修了。龍谷大学講師、
中央仏教学院講師、龍谷大学大学
院実践真宗学研究科特任教授を経
て、現在 龍谷大学客員教授。本願
寺派布教使。真行寺住職。専門分
野は真宗学、真宗伝道学。

校友のお店

「
浄
土
の
慈
悲
」
は
、『
歎

異
抄
』
第
四
条
に
親
鸞
聖
人

の
法
語
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
は「
慈

悲
」「
大
慈
大
悲
心
」「
大
慈

悲
心
」
な
ど
同
類
の
語
が
多

く
出
て
お
り
、
念
仏
の
救
い

と
慈
悲
の
関
係
性
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
結
論
か
ら
い

え
ば
、
凡
夫
は
い
う
に
及
ば

ず
聖
者
、
菩
薩
が
行
ず
る
慈

悲
は
す
べ
て
限
定
的
で
あ
り

不
完
全
で
し
か
な
く
、
仏
が

行
ず
る
大
慈
悲
心
の
み
が
完

全
で
あ
り
末
通
っ
た
救
い
で

あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

凡
夫
の
み
な
ら
ず
聖
者
、
菩

薩
に
お
い
て
さ
え
困
難
な
自

力
の
在
り
方
を
ひ
る
が
え

し
、
大
悲
の
他
力
に
帰
し
て

IL LAGO  イル・ラーゴ
京都市中京区恵比須町534-29
地下鉄東西線 京都市役所前駅下車
河原町通りを南へ 2 筋目東入南側
TEL 075-212-8525
平日 15：00 〜 24：00
土日 12：00 〜 24：00
定休日：木曜日
その他不定休

2
店
舗
目
の
シ
ロ
ト
ク
ロ

京
都
市
役
所
近
く
の
人
気

イ
タ
リ
ア
ン
の
オ
ー
ナ
ー
か

ら
事
業
承
継
す
る
形
で
「IL 

LAGO

（
イ
ル
・
ラ
ー
ゴ
）」

を
開
店
し
た
の
が
17
年
11
月
。

も
と
も
と
、
そ
の
お
店
の
常

連
だ
っ
た
堀
田
さ
ん
は
、常
連

だ
っ
た
か
ら
引
き
継
い
だ
と

い
う
理
由
だ
け
で
は
な
い
経

緯
を
た
ど
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

龍
谷
大
学
時
代
か
ら
、
様
々

な
事
業
を
計
画
し
て
実
際
に
活

動
さ
れ
て
き
た
ご
経
験
が
驚
く

ほ
ど
多
い
堀
田
さ
ん
。

例
え
ば
、地
元
長
岡
京
市
の

地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た

団
体
を
市
の
職
員
の
方
々
と

協
業
し
て
運
営
し
、ゴ
ミ
拾
い

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
な
っ
た

り
、学
外
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、様
々
な
他
大
学
の
学
生

100
人
で
富
士
山
の
上
で
お
に

ぎ
り
を
食
べ
る
と
い
う
企
画

や
運
動
会
な
ど
を
実
行
。
学

内
で
は
「
ゼ
ミ
連
絡
会
」
を
復

活
さ
せ
て
後
輩
の
支
援
な
ど

も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
後
は
京
都
で
働
き
、Ｗ

Ｅ
Ｂ
制
作
会
社
へ
の
転
職
を

経
て
、そ
の
会
社
の
社
長
の
お

父
さ
ん
が
所
有
す
る
長
野
県

の
宿
泊
事
業
の
立
て
直
し
を

受
け
る
こ
と
に
。「
飛
ば
さ
れ

た
」と
い
う
受
け
止
め
方
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、堀
田

さ
ん
は
、野
尻
湖
の
す
ぐ
そ
ば

の
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
強
み
を
見
出
し
、効
率
的

な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
、

お
客
さ
ん
も
従
業
員
も
気
持

ち
の
良
い
場
を
作
る
こ
と
を

目
指
し
た
結
果
、赤
字
だ
っ
た

宿
は
1
年
で
黒
字
に
転
換
。

今
で
は
予
約
が
取
り
に
く
い

ほ
ど
の
人
気
宿
に
成
長
さ
せ

ま
し
た
。

こ
の
時
の
こ
と
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
発
信
し
て
い
た
と
こ
ろ
、当

時
の
オ
ー
ナ
ー
が
見
て
お
ら

れ
た
こ
と
で
、他
に
も
数
名
の

事
業
継
承
希
望
者
が
あ
っ
た

中
、堀
田
さ
ん
に
託
さ
れ
ま
し

た
。学

生
時
代
の
事
業
、仕
事
の

中
で
も
様
々
な
課
題
に
直
面

さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
経
験
が
、「IL LAGO

」
を

は
じ
め
、今
や
3
店
舗
の
人
気

店
の
経
営
者
の
軸
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
、「
チ
ー
ム
全

体
、
会
社
全
体
で
達
成
し
た
い

ゴ
ー
ル
、
目
標
に
対
し
て
ス

タ
ッ
フ
や
社
員
が
能
動
的
に

動
く
よ
う
に
す
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

100
人
と
い
う
人

間
を
同
じ
方
向
に
向
か
わ
せ
、

楽
し
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
は

様
々
な
工
夫
が
必
要
で
す
。

仕
事
に
な
る
と
よ
り
そ
の
工

夫
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

そ
れ
を
常
に
考
え
る
思
考
は

龍
谷
大
学
時
代
の
経
験
が

あ
っ
た
か
ら
か
な
と
思
い
ま

す
」と
お
っ
し
ゃ
る
堀
田
さ
ん
。

3
店
舗
の
特
長
を
伺
っ
た

と
こ
ろ
、「『IL LAGO

』は
イ

タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ス

タ
イ
ル
の
バ
ー
カ
ロ
で
す
。気

軽
に
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
飲

む
も
よ
し
、テ
ー
ブ
ル
で
し
っ

か
り
お
食
事
も
よ
し
。様
々
な

楽
し
み
方
が
で
き
る
の
が

バ
ー
カ
ロ
の
良
い
と
こ
ろ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ン

は
500
円
か
ら
、食
事
は

100
円
か

ら
提
供
し
て
い
ま
す
」

2
店
舗
目
の
「『
シ
ロ
ト
ク

IL  LAGO

ロ
』は
串
揚
げ
と
ワ
イ
ン
と
魚

の
お
店
で
す
。市
場
で
仕
入
れ

た
美
味
し
い
魚
と
、油
と
衣
に

こ
だ
わ
っ
た
串
揚
げ
、厳
選
さ

れ
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ワ
イ
ン
の

お
店
で
す
。ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
み
の
お
店
で
、予
約
な
し
で

入
っ
て
も
ら
う
お
店
で
す
。堀

田
は
基
本
的
に
こ
こ
に
た
っ

て
ま
す（
笑
）」

3
店
舗
目
の
「『m

ati

』
は

店
で
焼
い
て
い
る
自
家
製
酵

母
の
パ
ン
と
ワ
イ
ン
と
ア
テ

の
お
店
で
す
。パ
ン
職
人
が
焼

く
パ
ン
は
絶
品
で
す
。ア
テ
も

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、昼
飲
み

に
は
最
高
の
お
店
で
す
」と
の

こ
と
。

趣
は
ち
が
う
3
つ
の
お
店

で
す
が
、共
通
項
は
ど
の
お
店

も
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
カ
ウ

ン
タ
ー
が
あ
り
、そ
の
高
さ
を

3
店
舗
と
も
同
じ
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
。そ
の
理
由
は
、
気

軽
に
日
頃
か
ら
フ
ラ
ッ
と

寄
っ
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
、近

所
の
知
り
合
い
の
家
に
い
く

よ
う
な
感
覚
で
来
て
も
ら
え

る
お
店
で
あ
り
た
い
と
い
う

想
い
だ
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
お
話
を
聞
き
な
が

ら
、「IL LAGO

」で
過
ご
す
夜

は
、お
料
理
も
ワ
イ
ン
も
空
気

感
も
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
お
店
に

で
ふ
ら
り
と
入
っ
た
よ
う
な

気
分
に
な
り
ま
し
た
。

3店舗目、mati の自家製酵母のパン

念
仏
申
す
べ
き
こ
と
を
勧
め

ら
れ
る
の
で
す
。

人
間
を
救
済
す
る
道
を
偽

り
な
く
誤
り
な
く
他
者
に
語

り
伝
え
、
か
つ
仏
と
同
じ
さ

と
り
の
境
界
へ
と
教
え
導
く

こ
と
が
で
き
る
の
は
仏
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
大
慈
大
悲

の
実
践
は
仏
の
み
が
な
し
う

る
仕
事
で
す
。
で
す
か
ら
私

た
ち
が
他
者
に
対
し
て
本
願

の
救
い
を
伝
え
よ
う
と
す
る

と
き
、
そ
れ
が
誠
実
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
、
か
え
っ
て
自

ら
の
不
完
全
さ
や
無
力
さ
を

思
い
知
る
結
果
を
招
い
て
し

ま
い
ま
す
。
親
鸞
聖
人
の
生

涯
に
お
い
て
、
他
の
人
々
に

弥
陀
大
悲
を
伝
え
て
い
く
こ

と
は
大
き
な
テ
ー
マ
で
し

た
。『
和
讃
』
に
は
「
仏
慧

功
徳
を
ほ
め
し
め
て　

十
方

の
有
縁
に
き
か
し
め
ん
」
と

よ
ろ
こ
び
を
も
っ
て
讃
え
ら

れ
る
一
方
で
、「
小
慈
小
悲

も
な
き
身
に
て　

有
情
利
益

は
お
も
ふ
ま
じ
」
と
悲
し
み

を
も
っ
て
慚
愧
さ
れ
る
の

は
、
苦
悩
す
る
人
々
に
対
し

仏
の
本
願
を
伝
え
よ
う
と
他

者
に
向
き
合
い
続
け
た
上
で

の
述
懐
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
妻
で
あ
る
恵
心
尼

公
の
書
状
で
は
、
念
仏
弾
圧

を
蒙
り
越
後
の
地
で
流
罪
生

活
を
送
り
、
罪
が
赦
免
さ
れ

て
後
、
42
歳
頃
に
家
族
を
と

も
な
っ
て
関
東
に
下
向
さ
れ

る
途
中
、
飢
饉
に
苦
し
む

人
々
に
出
会
っ
て
「
衆
生
利

益
の
た
め
」
に
三
部
経
千
部

読
誦
を
発
願
し
試
み
ら
れ
た

こ
と
、
ま
た
門
弟
に
宛
て
た

書
状
に
よ
れ
ば
、
84
歳
の
頃

に
本
願
の
教
え
に
あ
ら
ざ
る

異
義
を
主
張
し
た
わ
が
子
善

鸞
を
義
絶
す
る
と
い
う
悲
痛

な
出
来
事
を
経
験
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
私
た
ち

は
苦
悩
す
る
人
々
を
目
前
に

す
れ
ば
何
と
か
力
に
な
り
た

い
と
思
う
こ
と
は
人
と
し
て

自
然
の
感
情
で
し
ょ
う
。
し

か
し
い
ざ
関
わ
ろ
う
と
す
る

と
事
は
そ
う
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
が
い
か
に
不

完
全
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で

あ
る
か
、
互
い
に
通
じ
合
う

こ
と
の
困
難
性
を
思
い
知
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
は
こ

の
世
で
自
己
が
他
の
誰
よ
り

も
愛
お
し
い
と
い
う
我
愛
の

こ
こ
ろ
、
自
分
の
思
い
通
り

に
し
た
い
と
い
う
自
己
中
心

の
願
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
感
情

が
抑
え
き
れ
ず
、
怒
り
と
な

り
愚
か
し
き
言
動
と
表
れ
、

と
き
に
相
手
を
深
く
傷
つ
け

て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
と
に
近
年
は
自
我

愛
や
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
的
意

識
が
次
第
に
つ
よ
ま
り
、
そ

れ
が
個
人
の
レ
ベ
ル
を
越
え

て
一
方
的
な
自
国
優
先
主
義

に
ま
で
に
拡
が
っ
て
い
ま

す
。浄

土
と
は
仏
の
智
慧
と
慈

悲
が
完
成
さ
れ
た
世
界
で

す
。
智
慧
を
さ
と
る
こ
と
は

仏
の
境
界
に
と
ど
ま
ら
ず
し

て
、
こ
の
濁
り
の
世
に
生
き

る
人
間
の
無
明
煩
悩
を
等
し

く
照
ら
し
出
し
、
大
い
な
る

慈
悲
心
は
そ
の
我
執
煩
悩
に

苦
し
む
衆
生
を
憐
れ
み
慈
愛

の
情
を
注
ぎ
つ
つ
、
仏
の
人

格
に
ま
で
導
き
育
む
の
で

す
。
そ
の
具
体
的
な
は
た
ら

き
が
光
明
の
智
慧
で
あ
り
、

南
無
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
の
よ

び
声
で
す
。
急
ぐ
べ
き
こ
と

は
自
分
の
愚
か
さ
を
受
け
入

れ
、
そ
の
身
を
救
っ
て
や
ま

な
い
大
悲
心
に
め
ざ
め
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
親
鸞
聖
人
は

信
心
の
利
益
と
し
て
「
常
行

大
悲
の
益
」
を
示
さ
れ
、
凡

夫
で
あ
り
な
が
ら
本
願
大
悲

に
よ
っ
て
人
々
を
教
化
す
る

仏
の
大
事
業
に
参
画
し
う
る

よ
ろ
こ
び
を
讃
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
慈
悲
の
実
践
は
、
浄

土
の
慈
悲
に
よ
っ
て
生
き
る

念
仏
者
と
し
て
、
避
け
て
は

通
れ
な
い
課
題
で
も
あ
る
の

で
す
。

◆日　時　11月30日（土）　開場 12：00　開演 13：00
◆会　場　龍谷大学大宮キャンパス　東黌 101 教室
　〒600-8268 京都市下京区七条通大宮東入大工町125-1
◆参加費　無料（要事前申し込み、先着 300 名）
◆申込開始日　10月30日（水）9：00 〜
◆申し込み　龍谷大学校友会HP  ➡

シロトクロ
京都市東山区六軒町206-1
どんぐり会館 2Ｆ
京阪　祇園四条駅下車
平日 19：00 〜 24：00
土日 18：00 〜 24：00
定休日：木曜日
その他不定休

ｍａｔｉ
京都市左京区聖護院東寺領町8-1
京阪　神宮丸太町駅下車
TEL 075-606-4589
月火土日 12：00 〜19：00
金 16：00 〜 21：00
定休日：水木曜日


